
財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

四
七
一

財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」

│
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
を
め
ぐ
る
違
憲
判
決
を
中
心
に

│

長
谷
川　
　

貞　
　

之

一　

は
じ
め
に

二　

犯
罪
人
利
得
禁
止
法
│
サ
ム
の
息
子
法
の
制
定
と
展
開

　

1　

サ
ム
の
息
子
法
の
誕
生
│B

erkow
itz

事
件

　

2　

S
im
on &

 S
chuster

社
事
件
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
の
違
憲
判
決

　

3　

C
hildren of B

edford

事
件
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
違
憲
判
決

三　

サ
ム
の
息
子
法
に
関
す
る
判
例
法
理
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
衡
量

　

1　

連
邦
最
高
裁
判
所
の
立
場

　

2　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
の
そ
の
後

論　

説

（
一
四
一
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
七
二

四　
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
と
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度

　

1　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
現
状

　

2　

没
収
と
犯
罪
被
害
者
基
金
の
財
源

　

3　

犯
罪
被
害
者
の
損
害
て
ん
補
│
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
存
否
、
出
訴
期
限
法
と
の
関
係

五　

サ
ム
の
息
子
法
に
よ
る
規
制
と
表
現
の
自
由

　

1　

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の
二
分
論

　

2　

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
審
査
基
準

　

3　

規
制
目
的
の
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
と
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
規
制
手
段
と
の
関
係

六　

結　

語

一　

は
じ
め
に

被
害
者
の
保
護
を
求
め
る
各
国
の
法
律
は
、
疎
外
さ
れ
た
被
害
者
の
地
位
の
回
復
、
被
害
者
の
支
援
・
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
被
害

者
に
刑
事
手
続
の
各
段
階
で
の
情
報
の
提
供
、
刑
事
手
続
へ
の
参
加
な
ど
を
保
障
す
る
ほ
か
、
被
害
者
に
財
政
上
の
援
助
を
提
供
す
る
こ

と
も
、
そ
の
多
く
が
共
通
の
内
容
と
し
て
定
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
単
に
「
ア
メ
リ
カ
」
と
い
う
）
に
お
い
て
は
、
被
害

者
に
対
す
る
財
政
上
の
援
助
を
提
供
す
る
制
度
と
し
て
、
刑
罰
と
し
て
の
「
被
害
弁
償
」（restitution

）、「
犯
罪
被
害
者
補
償
」（victim

 

com
pensation

）
の
ほ
か
に
、「
サ
ム
の
息
子
法
」（S

on of S
am
 L
aw
s

）
に
よ
る
被
害
者
へ
の
賠
償
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
1
）

。
こ
れ
ら
三
つ
の

制
度
は
、
そ
の
目
的
や
適
用
範
囲
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
相
互
の
関
係
の
考
察
は
重
要
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る

（
一
四
一
四
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

四
七
三

こ
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
サ
ム
の
息
子
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

サ
ム
の
息
子
法
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
各
州
や
連
邦
に
お
い
て
、
個
人
や
法
人
な
ど
の
第
三
者
が
告
発
ま
た
は
有
罪
と
認
定
さ
れ
た
者
と

映
画
、
書
籍
、
雑
誌
な
ど
の
表
現
形
態
に
よ
り
、
犯
罪
の
再
現
、
犯
罪
に
つ
い
て
の
犯
罪
者
の
考
え
方
や
感
情
を
表
現
す
る
契
約
を
結
ぶ

場
合
に
、
そ
の
個
人
や
法
人
は
、
契
約
上
、
犯
罪
の
加
害
者
ま
た
は
犯
罪
者
に
支
払
う
べ
き
金
銭
を
、
犯
罪
被
害
者
委
員
会
な
ど
を
通
じ

て
第
三
者
預
託
口
座
（escrow

 account

）
に
預
け
、
そ
の
口
座
開
設
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
犯
罪
被
害
者
が
犯
罪
の
加
害
者
等
に
民
事
の

損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
を
提
起
し
、
勝
訴
判
決
を
得
た
と
き
は
、
そ
の
預
託
金
か
ら
犯
罪
被
害
者
に
賠
償
金
が
支
払
わ
れ
る
（
第
三
者
預

託
口
座
開
設
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
係
属
中
の
訴
訟
が
な
い
と
き
は
、
預
託
金
は
本
来
受
領
す
べ
き
犯
罪
加
害
者
等
に
返
還
さ
れ
る
）
と
い
う
仕

組
み
を
定
め
る
法
律
の
総
称
で
あ
る
（
2
）

。
サ
ム
の
息
子
法
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
二
・
三
の
紹
介
が
あ
る
の
み
で
（
3
）

、
そ
の
詳
細

は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
表
現
の
自
由
は
最
も
重
要
な
基
本
的
権
利
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
言
論
の
内
容
を
理
由
に
表
現
に

制
限
を
加
え
る
と
か
、
特
定
の
表
現
活
動
に
経
済
的
負
担
を
課
す
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法

修
正
第
一
条
（F

irst A
m
endm

ent

）
に
反
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
表
現
の
自
由
を
制
限
す
る
場
合
の
方
法
と
し
て
は
、
表
現
内
容
を

理
由
に
制
限
す
る
規
制
（
表
現
内
容
の
規
制
）
の
場
合
と
、
表
現
内
容
と
は
直
接
関
係
が
な
い
表
現
の
時
・
場
所
・
方
法
を
制
限
す
る
規
制

（
表
現
内
容
中
立
の
規
制
）
の
場
合
と
が
あ
る
。
表
現
内
容
の
規
制
は
憲
法
が
禁
止
す
る
検
閲
・
事
前
規
制
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
表
現

さ
れ
る
内
容
の
適
否
で
も
っ
て
そ
の
表
現
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
規
制
が
許
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、

厳
格
な
司
法
審
査
（strict judicial scrutiny

）
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
表
現
の
内
容
中
立
的
な
規
制
は
、
表
現
内
容
に
着
目
す

る
こ
と
な
く
特
定
の
表
現
行
為
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
制
限
は
間
接
的
で
あ
る
か
ら
、
表
現
内
容
の
規
制
ほ

（
一
四
一
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
七
四

ど
厳
格
な
司
法
審
査
に
服
す
る
必
要
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

サ
ム
の
息
子
法
が
採
用
す
る
著
作
等
を
通
じ
た
犯
罪
の
再
現
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
の
享
受
の
制
限
・
剥
奪
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
（
以
下
、
単
に
「
連
邦
最
高
裁
判
所
」
と
い
う
）
が
説
く
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
・
内
容
中
立
的
な
規
制
の

二
分
論
を
前
提
に
、
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
の
解
釈
を
通
じ
て
、
規
制
目
的
に
是
非
と
も
実
現
し
た
い
州
の

利
益
、
す
な
わ
ち
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（com

pelling interest

）
の
存
在
を
必
要
と
し
、
そ
の
利
益
の
実
現
を
促
進
・
達
成
す
る
た

め
、
そ
の
規
制
手
段
は
規
制
目
的
と
の
関
連
で
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」（narrow

ly tailored

）
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
理
論
を
導
く
た
め
に
、
サ
ム
の
息
子
法
に
は
厳
格
な
司
法
審
査
の
定
式
が
普
及
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
サ
ム
の
息
子
法
が
最
初
に
導
入
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
サ
ム
の
息
子
法
を
取
り
上
げ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子

法
を
め
ぐ
る
連
邦
最
高
裁
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ム
の
息
子
法
に
対
す
る
厳
格
な
司
法
審
査
の
意
義
、
問
題
点
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
損
害
賠
償
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

犯
罪
人
利
得
禁
止
法
│
サ
ム
の
息
子
法
の
制
定
と
展
開

1　

サ
ム
の
息
子
法
の
誕
生
│B

erkow
itz

事
件

ま
ず
、
サ
ム
の
息
子
法
制
定
の
契
機
と
な
っ
たB

erkow
itz

事
件
を
紹
介
し
、
サ
ム
の
息
子
法
制
定
の
経
緯
を
み
て
お
く
こ
と
に
し

よ
う
（
4
）

。
一
九
七
七
年
夏
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
、
無
差
別
に
女
性
を
狙
っ
た
連
続
殺
傷
事
件
が
起
こ
り
、
六
人
が
殺
害
さ
れ
、
七
人
が
傷
害
を

（
一
四
一
六
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

四
七
五

負
う
事
態
と
な
っ
た
。
犯
人
は
、
そ
の
後
逮
捕
さ
れ
、
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
バ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（D

avid B
erkow

itz

）
と
い
う
男
で
あ
っ
た
が
、

犯
行
の
中
で
「
サ
ム
の
息
子
」（S

on of S
am

）
と
名
乗
り
、
犯
行
予
告
な
ど
を
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
人
々
を
震
撼
と
さ
せ
た
。
こ
の

連
続
殺
人
事
件
に
つ
い
て
、
バ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
好
奇
の
的
と
な
り
、
そ
の
犯
罪
事
実
を
出
版
物
に
よ
り
公
表
し
て
多
額
の
収
益
（
出
版

権
の
売
却
で
約
七
、五
〇
〇
ド
ル
）
を
え
る
可
能
性
が
話
題
と
な
っ
た
。

犯
罪
者
が
自
分
の
犯
罪
に
つ
い
て
書
い
た
著
作
や
手
記
、
収
録
さ
れ
た
ビ
デ
オ
、
犯
罪
に
関
す
る
逸
話
な
ど
は
、
一
般
人
の
関
心
も
高

く
、
よ
く
売
れ
る
。
バ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
逮
捕
後
、
彼
の
犯
罪
に
関
す
る
独
占
手
記
を
買
い
求
め
る
出
版
社
等
の
メ
デ
ィ
ア
が
殺
到
し
、
購

入
希
望
価
格
は
巨
額
な
も
の
と
な
っ
た
。
大
手
の
出
版
社
で
あ
る
マ
グ
ロ
ー
ヒ
ル
（M

cG
raw
-H
ill

）
社
か
ら
の
申
出
額
は
二
五
万
ド
ル
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
市
民
は
、
大
い
に
憤
慨
し
、
公
衆
の
怒
り
が
湧
き
あ
が
っ
た
。
出
版
契
約
に
よ
っ
て
犯
罪
者
と
出
版
社
は
儲
か

る
が
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
遺
族
は
出
版
に
よ
っ
て
再
び
忘
れ
難
い
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
て
、
心
の
傷
が
癒
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
は
、
世
論
の
声
を
背
景
に
、
犯
罪
者
が
自
己
の
犯
罪
か
ら
多
大
の
利
益
を
得
る
一
方
で
、
犯
罪
被
害
者
が
何
の

補
償
も
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
憂
慮
し
、
一
九
七
七
年
八
月
、
大
急
ぎ
で
法
改
正
を
行
い
、
犯
罪
者
利
得
禁
止
法
（notoriety-for-

profi t statute

）
を
制
定
し
た
（
5
）

。
同
法
は
、
犯
罪
で
告
発
ま
た
は
有
罪
の
認
定
を
さ
れ
た
者
が
自
己
の
犯
罪
で
利
益
を
得
る
こ
と
を
阻
止

す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
で
得
た
収
益
を
被
害
者
救
済
委
員
会
が
没
収
し
、
第
三
者
保
管
の
預
託
口
座
に
預
け
入
れ
て
、
そ
れ
を
犯
罪
被
害

者
の
賠
償
に
あ
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
犯
人
で
あ
る
バ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
「
サ
ム
の
息
子
」（S

on of S
am

）
と
名
乗
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
犯
罪
者
利
得
禁
止
法
は
、「
サ
ム
の
息
子
法
」（S

on of S
am
 L
aw

）
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
（N

.Y
. E
xec. L

aw
 §
623-a

）
は
、
後
に
連
邦
最
高
裁
判
所
か
ら
違
憲
の
判
決
を
受
け
て
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
制
定
当
時
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
法
律
で
あ
っ
た
。

（
一
四
一
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
七
六

・
犯
罪
者
と
そ
の
犯
罪
に
関
す
る
実
話
を
も
と
に
し
た
出
版
の
契
約
を
し
た
者
は
、
そ
の
契
約
の
写
し
を
犯
罪
被
害
者
救
済
委
員
会
に

提
出
し
、
そ
の
契
約
に
基
づ
い
て
支
払
う
金
銭
を
同
委
員
会
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
犯
罪
被
害
者
救
済
員
会
は
、
上
記
の
金
員
を
第
三
者
預
託
口
座
に
五
年
間
、
そ
の
犯
罪
の
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
払
い
の
た

め
に
保
管
す
る
。

・
犯
罪
被
害
者
は
、
第
三
者
預
託
口
座
の
開
設
の
日
か
ら
五
年
間
、
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
犯
罪
者
に
対
し
て
提
起
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
訴
訟
で
勝
訴
判
決
を
得
た
被
害
者
は
、
預
託
金
か
ら
直
ち
に
賠
償
金
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
第
三
者
預
託
口
座
の
開
設
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
時
点
で
、
損
害
賠
償
に
係
る
民
事
訴
訟
が
提
起
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
預
託

金
の
残
金
は
犯
罪
者
に
返
還
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
を
再
現
し
、
犯
罪
者
の
「
考
え
、
感
じ
方
、
意
見
あ
る
い
は
感
情
」
を
表
現
す
る

映
画
、
書
籍
、
雑
誌
記
事
な
ど
の
作
成
の
た
め
に
、
被
疑
者
や
有
罪
認
定
を
受
け
た
者
（
犯
罪
者
）
と
契
約
を
結
ん
だ
者
は
、
そ
の
契
約

書
の
写
し
を
犯
罪
被
害
者
委
員
会
（C

rim
e V
ictim

s B
oard

）
に
提
出
し
、
そ
の
契
約
か
ら
え
た
収
益
を
同
委
員
会
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
犯
罪
被
害
者
委
員
会
は
、
受
領
し
た
金
銭
を
第
三
者
預
託
口
座
に
預
け
、
そ
の
預
託
口
座
開
設
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
犯
罪

被
害
者
が
民
事
の
損
害
賠
償
の
訴
え
を
提
起
し
、
犯
罪
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に
支
払
い
を
命
ず
る
勝
訴
判
決
が
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
預
託
金
か
ら
犯
罪
被
害
者
に
賠
償
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
は
、
犯
罪
者
に
不
当
な
収
益
を
得
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
で

あ
る
が
、
法
の
定
め
る
手
続
を
踏
め
ば
、
犯
罪
被
害
者
は
出
訴
期
限
を
徒
過
し
て
も
民
事
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
勝
訴

判
決
を
得
る
こ
と
に
よ
り
預
託
金
か
ら
自
動
的
に
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
州
の
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度

（
一
四
一
八
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

四
七
七

に
あ
る
よ
う
な
、
犯
罪
被
害
者
が
「
深
刻
な
財
政
上
の
危
機
に
あ
る
」
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
な
い
点
も
、
こ
の
法
律
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
。

そ
の
後
、
連
邦
政
府
と
他
の
州
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
に
倣
い
、
同
じ
よ
う
な
法
律
を
制
定
し
て
行
っ
た
。
連
邦
法
と

し
て
は
、
一
九
八
四
年
に
「
犯
罪
被
害
者
法
」（V

ictim
s of C

rim
e A
ct, 18 U

.S
.C
.§
§
3681-82

）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
州
や
地
方

の
被
害
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
援
助
す
る
た
め
に
、
犯
罪
被
害
者
基
金
（C

rim
e V
ictim

s F
und

）
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
連
邦
犯
罪

に
係
る
罰
金
、
没
取
保
釈
保
証
金
、
刑
罰
付
加
金
な
ど
を
主
な
財
源
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
6
）

。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
以
外
の
他
の
州

に
お
い
て
も
、
犯
罪
者
や
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
被
告
人
が
自
分
の
犯
行
を
著
作
や
印
刷
物
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
通
じ
て
公
表
し
、
収
益
を

得
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
と
同
様
の
法
律
（「
収
益
の
た
め
の
悪
名
条
項
」（notoriety-for-profi t 

statute

）
と
呼
ば
れ
る
犯
罪
人
利
得
禁
止
法
）
を
設
け
る
州
が
相
次
い
だ
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
約
四
二
の
州
で

「
サ
ム
の
息
子
法
」
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
る
（
7
）

。
各
州
で
制
定
さ
れ
る
サ
ム
の
息
子
法
は
、
立
法
趣
旨
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
が
、
適
用
範
囲
や
そ
の
要
件
・
効
果
に
幾
分
違
い
が
み
ら
れ
る
（
8
）

。

2　

S
im
on &

 S
chuster

社
事
件
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
の
違
憲
判
決

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
別
の
事
件
を
契
機
に
、
憲
法
違
反
で
あ
る
と
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
が
、S

im
on &

 S
chuster, Inc. v. M

em
bers of the N

ew
 Y
ork S

tate C
rim
e V
ictim

s B
oard, 112 S

. C
t. 501 

（1991

）

で
あ
る
（
9
）

。
こ
の
事
件
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
10
）

。

マ
フ
ィ
ア
の
構
成
員
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ヒ
ル
（H

enry H
ill

）
は
、
一
九
八
〇
年
、
麻
薬
売
買
の
共
同
謀
議
の
容
疑
で
逮
捕
・
起
訴

（
一
四
一
九
）
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）

四
七
八

さ
れ
た
が
、
司
法
取
引
に
応
じ
て
、
起
訴
を
免
れ
、
連
邦
証
人
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
（federal w

itness protection program

）
に
よ
る
保
護

の
下
に
、
検
察
側
の
証
人
と
し
て
ギ
ャ
ン
グ
組
織
の
撲
滅
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
出
版
社
の
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス

タ
ー
社
（S

im
on &

 S
chuster, Inc.

）
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
一
歳
で
犯
罪
の
人
生
を
歩
み
始
め
、
長
年
ギ
ャ
ン
グ
と
し
て
犯
罪
組
織
に

関
与
し
て
き
た
ヒ
ル
の
実
生
活
を
基
に
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ギ
ャ
ン
グ
組
織
の
内
幕
物
を
出
版
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
著
名
な

出
版
ブ
ロ
ー
カ
ー
で
あ
る
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ロ
ー
ド
（S

tearing L
ord

）
の
仲
介
を
通
じ
て
出
版
の
依
頼
を
受
け
た
ヒ
ル
は
、
一
九
八
一

年
八
月
、
内
幕
物
を
得
意
と
す
る
記
者
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ピ
レ
ッ
ギ
（N

icholas P
ileggi

）
と
の
間
で
、
犯
罪
の
情
報
提
供
者
を
ヒ
ル
、
そ

の
執
筆
者
を
ピ
レ
ッ
ギ
と
し
て
、
ヒ
ル
が
こ
れ
ま
で
関
与
し
て
き
た
犯
罪
の
内
幕
を
実
話
書
と
し
て
執
筆
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
そ
し

て
、
同
年
九
月
、
ヒ
ル
と
ピ
レ
ッ
ギ
、
お
よ
び
ロ
ー
ド
は
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
と
の
間
で
、
同
社
か
ら
犯
罪
の
内
幕
を
描
い
た

実
話
書
を
出
版
す
る
契
約
を
締
結
し
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
は
二
人
に
印
税
を
支
払
う
こ
と
、
ヒ
ル
に
支
払
う
印
税
等
の
一
〇
％

が
仲
介
代
理
人
の
ロ
ー
ド
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
て
、
一
九
八
六
年
一
月
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
よ
り
、
ピ
レ
ッ
ギ
著
『
ワ
イ
ズ
ガ
イ
：
マ
フ
ィ
ア
の
家
族

の
生
活
（W

IS
E
G
U
Y
: L
ife in a M

afi a F
am
ily

）』
と
題
す
る
犯
罪
実
話
書
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
の
中
で
、
ヒ
ル
が
関
与
し
た
贈
収

賄
（bribery

）、
暴
行
（assault

）、
ゆ
す
り
（extortion

）、
窃
盗
（theft

）、
強
盗
（burglary

）、
放
火
（arson

）、
麻
薬
取
引
（drug 

dealing

）、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
詐
欺
（credit card fraud

）、
殺
人
（m

urder

）
な
ど
犯
行
歴
が
記
さ
れ
、
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空
会
社
か
ら
現
金
五
〇
〇
万
ド
ル
と
数
十
万
ド
ル
相
当
の
宝
石
を
盗
取
し
た
こ
と
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
か
ら
賄
賂
を
授
受
し
た
こ
と
な
ど
が
暴
露
さ
れ
る
と
、
こ
の
本
は
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
サ
イ
モ
ン
＆

シ
ュ
ス
タ
ー
社
は
初
版
で
約
九
万
部
を
売
り
上
げ
、
翌
一
九
八
七
年
二
月
に
は
一
〇
〇
万
部
以
上
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
が
出
版
さ
れ
た
（
11
）

。

（
一
四
二
〇
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

四
七
九

犯
罪
実
話
書
『
ワ
イ
ズ
ガ
イ
』
の
評
判
を
耳
に
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
犯
罪
被
害
者
委
員
会
は
、
一
九
八
六
年
一
月
三
一
日
、
サ
イ
モ

ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
に
対
し
、
上
記
の
出
版
契
約
書
の
写
し
を
同
委
員
会
に
提
出
す
べ
き
こ
と
、
こ
の
出
版
契
約
に
基
づ
く
著
者
ら
に
対

す
る
印
税
等
の
支
払
い
を
一
時
凍
結
す
べ
き
こ
と
を
要
請
し
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
は
こ
の
要
請
に
従
っ
た
。
そ
し
て
、
翌

一
九
八
七
年
六
月
一
五
日
、
犯
罪
被
害
者
委
員
会
は
、
審
査
し
た
結
果
、
犯
罪
実
話
書
『
ワ
イ
ズ
ガ
イ
』
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

サ
ム
の
息
子
法
が
適
用
さ
れ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
決
定
通
知
を
行
っ
た
。『
ワ
イ

ズ
ガ
イ
』
は
、
サ
ム
の
息
子
法
に
い
う
犯
罪
実
話
に
該
当
す
る
。
従
っ
て
、
ヒ
ル
は
す
で
に
支
払
い
済
み
の
金
額
（
九
六
、二
五
〇
ド
ル
）

を
、
ヒ
ル
の
仲
介
代
理
人
は
自
ら
が
報
酬
と
し
て
受
け
取
っ
た
金
額
（
ヒ
ル
の
取
り
分
の
一
〇
％
）
を
引
き
渡
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
サ
イ

モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
は
、
今
後
、
ヒ
ル
に
支
払
う
べ
き
印
税
等
を
す
べ
て
犯
罪
被
害
者
委
員
会
に
引
渡
し
、
す
で
に
ヒ
ル
に
支
払
っ
た

約
一
〇
億
ド
ル
に
つ
い
て
ヒ
ル
が
同
委
員
会
に
引
き
渡
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
が
そ
の
分
を
引
き
渡
す
べ

き
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
犯
罪
被
害
者
委
員
会
の
決
定
に
対
し
て
は
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
に
聴
聞
を
受
け
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た

が
、
同
社
は
こ
の
権
利
を
行
使
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
の
同
年
七
月
一
五
日
、
上
記
決
定
が
確
定
し
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
が
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る

と
主
張
し
、
こ
の
決
定
の
無
効
確
認
と
執
行
停
止
お
よ
び
救
済
を
求
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
の
連
邦
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し

た
。連

邦
地
方
裁
判
所
は
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
六
日
、
州
政
府
に
は
犯
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
と
い
う
「
是
非
と
も
実
現
す
べ
き
利
益
」

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
犯
罪
の
著
作
か
ら
生
じ
る
収
入
の
引
渡
し
を
認
め
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
、
表
現
の
自
由
を
不
当
に
抑
圧
す
る
も

の
で
は
な
い
と
述
べ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
サ
ム
の
息
子
法
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
矛
盾
し
な
い
旨
の
判
決
を
下
し
、
サ
イ
モ
ン

（
一
四
二
一
）
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＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
の
訴
え
を
退
け
た
（
12
）

。
こ
れ
に
対
し
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
は
控
訴
し
て
争
っ
た
。

連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
日
、
連
邦
地
裁
の
判
決
を
支
持
し
、
控
訴
を
棄
却
す
る
旨
の
判
決
を
下
し
た
（
13
）

。
連
邦
控

裁
判
決
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
者
が
被
害
者
に
損
害
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
賠
償
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
被
害
者
の
救
済
の
た
め
に
犯

罪
の
著
作
か
ら
生
じ
る
収
入
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
、
州
の
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（com

pelling interest

）
で
あ
る
。
サ
ム
の

息
子
法
は
、
そ
の
内
容
が
被
害
者
に
関
し
て
著
作
の
大
半
を
占
め
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
被
害
者
を
描
写
す
る
著
作
か
ら
の

印
税
を
犯
罪
被
害
者
の
救
済
の
た
め
に
優
先
的
に
弁
済
に
あ
て
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
認
め
て
も
、
犯
罪
者
は
犯
罪
に
つ
い
て
表
現

す
る
自
由
を
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
犯
罪
の
著
作
か
ら
生
じ
る
収
入
の
す
べ
て
の
引
渡
し
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

サ
ム
の
息
子
法
は
「
狭
く
策
定
さ
れ
て
」（narrow

ly tailored

）
て
お
り
、「
過
度
に
包
括
的
」（overinclusive

）
で
は
な
く
、
合
衆
国
憲

法
修
正
第
一
条
に
抵
触
し
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
（
14
）

。
こ
れ
に
対
し
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
よ
り
連
邦
最
高
裁
判
所

に
裁
量
上
告
の
受
理
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
。

裁
量
上
告
は
、
当
該
事
件
が
憲
法
問
題
ま
た
は
連
邦
法
の
問
題
を
含
む
と
考
え
る
場
合
に
は
受
理
さ
れ
、
連
邦
最
高
裁
判
所
で
審
理
が

行
わ
れ
る
。
本
件
事
案
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦
政
府
お
よ
び
大
部
分
の
州
が
同
様
の
目
的
の
た
め
に
類
似
す
る
同
種
の

法
律
を
制
定
し
て
お
り
重
要
な
問
題
を
包
含
し
、
何
度
も
繰
り
返
し
提
訴
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
の
理
由
で
、
裁
量
上
訴
を
受
理
し
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
審
理
の
結
果
、
一
九
九
一
年
一
二
月
一
〇
日
、
全
員
一
致
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
サ
ム
の
息
子
法
は
言
論
の

自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法
第
一
修
正
に
違
反
し
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
判
決
は
破
棄
さ
れ
る
と
判
示
し
た
（
15
）

。
法
廷
意
見
を
書
い
た
オ

コ
ナ
ー
（O

’C
onnor

）
判
事
は
、
そ
の
理
由
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
16
）

。

⑴　

あ
る
法
律
が
言
論
の
内
容
（content of speech

）
を
理
由
に
言
論
者
に
財
政
的
な
負
担
（fi nancial burden

）
を
課
す
場
合
、
そ
の

（
一
四
二
二
）
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法
律
は
合
衆
国
憲
法
第
一
修
正
（F

irst A
m
endm

ent

）
に
違
反
す
る
と
推
定
さ
れ
る
、
と
考
え
る
の
が
確
立
し
た
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

言
論
の
内
容
に
基
づ
い
て
差
別
す
る
こ
と
を
政
府
に
認
め
る
規
制
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
の
も
と
で
は
許
容
さ
れ
な
い
、
と
い
う
原

則
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。
サ
ム
の
息
子
法
は
、
そ
の
よ
う
な
内
容
に
基
づ
く
法
律
で
あ
る
。

本
件
に
お
け
る
言
論
者
が
ヒ
ル
ま
た
は
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
の
い
ず
れ
で
あ
る
と
考
え
る
に
せ
よ
、
サ
ム
の
息
子
法
は
、
表
現

活
動
（expressive activity

）
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
（incom

e

）
に
対
し
て
財
政
的
な
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
内
容
を
も
つ
作

品
に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
る
。
財
政
的
負
担
を
課
す
い
ず
れ
の
形
態
も
、
発
言
に
対
す
る
負
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（disincentives

）
と
し

て
機
能
す
る
。

被
害
者
救
済
委
員
会
は
、
議
会
が
特
定
の
思
想
を
抑
圧
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
差
別
的
な
財
政
的
取
扱
い
は
合
衆
国

憲
法
修
正
第
一
条
の
も
と
で
疑
わ
し
い
も
の
と
な
る
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
主
張
は
正
し
く
な
い
。
我
々
は
長
い
間
、
適
切
な
政
府
の
関

心
に
向
け
ら
れ
た
規
制
で
あ
っ
て
も
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
の
行
使
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り

得
る
こ
と
を
認
め
て
き
た
。

被
害
者
救
済
委
員
会
は
、
サ
ム
の
息
子
法
は
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
内
容
に
基
づ
く
財
政
的
な
規
制
で
は
な
く
、
犯
罪
者
と
そ
の
言
論
を

伝
達
す
る
旨
の
契
約
を
締
結
し
た
主
体
（entity

）
に
対
し
て
一
般
的
な
負
担
を
課
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
と

矛
盾
し
な
い
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
、
規
定
の
論
理
構
造
お
よ
び
憲
法
的
な
理
由
か
ら
採
用
で
き
な
い
。

サ
ム
の
息
子
法
は
、
特
定
の
内
容
を
も
つ
作
品
の
創
作
お
よ
び
出
版
に
対
し
て
財
政
的
な
負
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
。
こ
の
よ

う
な
差
別
的
な
取
扱
い
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
規
制
が
是
非
と
も
実
現
す
べ
き
州
の
利
益
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
限
定
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
州
は
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
四
二
三
）
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⑵　

州
は
、
犯
罪
の
被
害
者
が
犯
罪
の
果
実
（fruits

）
よ
り
賠
償
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
、
犯
罪
の
被
害
者
が
損
害

の
回
復
を
受
け
る
前
に
、
犯
罪
者
が
犯
罪
か
ら
利
益
（profi t

）
を
得
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
是
非
と
も
実
現

す
べ
き
利
益
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
賠
償
を
加
害
者
の
犯
罪
に
関
す
る
表
現
（speech about the crim

e

）
に
限
定
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
利
益
は
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
僅
か
な
も
の
で
し
か
な
い
。

⑶　

被
害
者
が
犯
罪
か
ら
得
た
収
益
（proceeds

）
か
ら
賠
償
を
受
け
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
サ
ム
の
息
子
法
は
過
度
に
包
括
的

（overinclusive

）
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
犯
罪
に
つ
い
て
の
著
者
の
考
え
方
や
回
想
が
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
、
著
作
の
直
接
的
な
主
題

と
は
関
係
な
く
、
あ
る
い
は
、
付
随
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
主
題
の
著
作
（w

orks on any subject

）
に
適
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
法
律
に
い
う
「
あ
る
犯
罪
で
有
罪
の
認
定
を
受
け
た
者
（person convinced of a crim

e

）」
の
定
義
は
広
汎
で
あ
る
た

め
、
著
者
が
実
際
に
告
訴
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
あ
る
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
を
著
作
の
中
で
認

め
た
場
合
に
も
、
こ
の
法
律
は
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
が
結
び
つ
く
と
、
潜
在
的
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
著
作
に
適
用
が
及

ぶ
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
マ
ル
コ
ム
Ｘ
（M

alcolm
 X

）
の
『
自
伝
（A

utobiography

）』、
Ｈ
・
ソ
ロ
ー
（H

enry D
. T
horeau

）
の
『
市

民
的
抵
抗
（C

ivil D
isobedience

）』、
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
（S

aint A
ugustine

）
の
『
告
白
（C

onfessions

）』
な
ど
の
著
作
で
さ
え
、
サ

ム
の
息
子
法
の
適
用
を
受
け
、
犯
罪
被
害
者
委
員
会
に
そ
の
印
税
（royalty

）
を
寄
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
犯
罪
の
果
実
か
ら
被
害
者
に
賠
償
を
与
え
る
と
い
う
州
の
利
益
は
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
で
は
あ
る
が
、
サ

ム
の
息
子
法
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
限
定
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
サ
ム
の
息
子
法
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第

一
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
法
廷
意
見
に
同
調
す
る
意
見
）

（
一
四
二
四
）
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ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
（B

lackm
un

）
判
事
の
同
調
意
見
：　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
、「
過
度
に
包
括
的
」（overinclusive

）
で
あ
っ
た
の
と

同
様
に
、「
過
少
に
包
摂
的
」（underinclusive

）
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
裁
判
所
は
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
（
17
）

。

ケ
ネ
デ
ィ
ー
（K

ennedy

）
判
事
の
同
調
意
見
：　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
、
書
か
れ
た
こ
と
の
内
容
を
唯
一
の
基
準
と
し
、
著
者
お

よ
び
出
版
社
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
重
大
な
制
限
を
課
し
て
い
る
。
規
制
さ
れ
る
内
容
が
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
よ
っ
て
完
全
に
保

護
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
自
体
が
こ
の
法
律
を
違
憲
と
判
断
す
る
完
全
か
つ
十
分
な
理
由
と
な
る
。
こ
の
法
律
が
是
非
と
も
実
現

す
べ
き
州
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
限
定
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
州
が
立
証

で
き
る
か
否
か
を
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
。
言
論
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
に
是
非
と
も
実
現
す
べ
き
利
益
基
準
を
適
用
し
な
い
こ
と
は
、

裁
判
所
が
繰
り
返
し
述
べ
、
実
践
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
政
府
は
、
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
の
思
想
・
主
題
、
も
し
く
は
そ
の
内
容

を
理
由
に
表
現
を
制
限
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
は
意
味
し
て
い
る
（
18
）

。

3　

C
hildren of B

edford

事
件
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
違
憲
判
決

次
に
、
前
述
のS

im
on &

 S
chuster

社
事
件
の
訴
訟
期
間
と
時
期
が
一
部
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、S

im
on &

 S
chuster

判
決

（
一
九
九
一
年
）
の
趣
旨
に
鑑
み
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
の
合
憲
判
決
を
取
り
消

し
、
事
件
を
同
裁
判
所
に
差
戻
し
たC

hildren of B
edford, Inc. v. P

etrom
elis, 541 N

.Y
.S
. 2d 894 

（S
upp. 1989

） 

を
取
り
上
げ
て

お
こ
う
。
こ
の
事
件
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
19
）

。

一
九
八
〇
年
三
月
、
名
門
女
学
校
の
校
長
ジ
ー
ン
・
ハ
リ
ス
（Jean H

arris
）
は
、
一
四
年
間
愛
人
関
係
に
あ
っ
た
医
師
ハ
ー
マ
ン
・

タ
ル
モ
バ
ー
（H

erm
an T

arm
ow
er

）
を
射
殺
し
た
。
射
殺
の
理
由
は
、
タ
ル
モ
バ
ー
が
、
ハ
リ
ス
よ
り
若
い
女
性
と
深
い
男
女
の
関
係

（
一
四
二
五
）
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に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ス
は
、
こ
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
、
殺
人
罪
で
懲
役
一
五
年
な
い
し
終
身
の
実
刑
判
決
を
受
け
た
（
20
）

。

た
だ
し
、
ハ
リ
ス
は
、
一
二
年
の
服
役
後
、
一
九
九
三
年
一
月
に
仮
釈
放
さ
れ
た
。
ハ
リ
ス
は
、
刑
務
所
に
服
役
中
、
出
版
社
で
あ
る
マ

ク
ミ
ラ
ン
（M

cM
illan

）
社
か
ら
『
二
つ
の
世
界
に
お
け
る
見
知
ら
ぬ
人
（S
tranger in T

w
o W
orlds

）』
と
題
す
る
本
を
出
版
す
る
契
約

を
取
り
交
わ
し
、
そ
こ
か
ら
得
る
印
税
を
自
分
の
税
金
と
弁
護
士
費
用
に
充
て
た
う
え
で
、
残
り
を
非
営
利
法
人
「
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の

子
ど
も
た
ち
」（C

hildren of B
edford, Inc.

）
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
非
営
利
法
人
は
、
受
刑
中
の
女
性
た
ち
の
子
ど
も
の
福

祉
を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
り
、
ハ
リ
ス
自
身
が
設
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
出
版
の
話
を
聞
き
つ
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
犯
罪
被
害
者
委
員
会
は
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
社
か
ら
出
版
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し
を
提

出
し
て
も
ら
い
、『
二
つ
の
世
界
に
お
け
る
見
知
ら
ぬ
人
』
が
サ
ム
の
息
子
法
に
い
う
犯
罪
実
話
に
該
当
す
る
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と

に
し
た
。
審
査
の
結
果
、
犯
罪
被
害
者
委
員
会
は
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
六
日
、
こ
の
著
作
が
サ
ム
の
息
子
法
に
い
う
犯
罪
実
話
に
該

当
す
る
と
判
断
し
、
そ
の
旨
の
決
定
を
通
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
非
営
利
法
人
「
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
子
ど
も
た
ち
」
は
、
犯
罪
被
害

者
委
員
会
を
相
手
取
り
、
こ
の
決
定
の
無
効
確
認
を
求
め
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
地
方
裁
判
所
（S

uprem
e C
ourt, N

ew
 Y
ork C

ounty

）

に
訴
え
を
提
起
し
た
。

第
一
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
地
方
裁
判
所
は
、
一
九
八
九
年
四
月
一
二
日
、
原
告
「
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
子
ど
も
た
ち
」
の
訴
え
を
棄

却
し
た
（
21
）

。
原
告
よ
り
控
訴
さ
れ
た
が
、
第
二
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
控
訴
裁
判
所
（S

uprem
e C
ourt, A

ppellate D
ivision

）
は
、

一
九
九
〇
年
五
月
二
四
日
、
第
一
審
の
判
決
を
支
持
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
（
22
）

。
さ
ら
に
、
本
事
件
は
上
級
裁
判
所
に
上
告
さ
れ
て
争
わ
れ

た
。
上
告
審
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
（C

ourt of A
ppeals of N

ew
 Y
ork

）
は
、
一
九
九
一
年
五
月
七
日
、
控
訴
審
判
決
と
同
様
、

本
件
著
作
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
い
わ
ゆ
る
サ
ム
の
息
子
法
の
規
定
す
る
犯
罪
実
話
に
該
当
す
る
こ
と
、
サ
ム
の
息
子
法
は
自
由
な
言
論

（
一
四
二
六
）
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の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
判
示
し
、「
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
子
ど
も
た
ち
」
の
上
告
を
退
け
た
（
23
）

。

「
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
子
ど
も
た
ち
」
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
す
べ
て
の
裁
判
所
で
敗
訴
し
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
裁

量
上
告
の
受
理
の
申
立
て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
受
理
さ
れ
、
本
事
件
は
連
邦
最
高
裁
判
所
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な

み
に
、
本
事
件
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
っ
た
の
が
一
九
九
一
年
五
月
七
日
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
約
半
年

後
の
同
年
一
二
月
一
〇
日
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
で
前
述
の
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
判
決
（
一
九
九
一
年
）
が
下
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
本
事
件
の
審
理
は
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
判
決
（
一
九
九
一
年
）
の
影
響
か
ら
ま
っ
た
く
無
関
係
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
状
況
の
下
で
行
わ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
一
九
九
二
年
一
月
一
三
日
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
事
件
に
つ
い
て
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決

（
一
九
九
一
年
）
の
趣
旨
に
鑑
み
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
取
り
消
し
、
本
事
件
を
同
裁
判
所
に
差
し
戻
す
旨
の
判
決
を

下
し
た
（
24
）

。
差
戻
し
を
受
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、
翌
一
九
九
二
年
四
月
三
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
は
合
衆

国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
と
述
べ
、
犯
罪
被
害
者
委
員
会
の
上
記
決
定
を
取
消
す
旨
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
（
25
）

。

三　

サ
ム
の
息
子
法
に
関
す
る
判
例
法
理
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
衡
量

1　

連
邦
最
高
裁
判
所
の
立
場

こ
れ
ま
で
の
判
例
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
に
対
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
立
場
お
よ
び
判
例
法
理
を

確
認
し
て
お
こ
う
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー
社
判
決
（
一
九
九
一
年
）
に
お
い
て
、
犯
罪
者
や
有
罪
の
宣
告
を

（
一
四
二
七
）
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受
け
た
被
告
人
に
そ
の
犯
罪
に
関
す
る
著
作
か
ら
得
た
収
益
を
第
三
者
預
託
口
座
に
預
託
さ
せ
、
そ
れ
を
犯
罪
被
害
者
に
分
配
す
る
サ
ム

の
息
子
法
が
、
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
と
判
示
し
た
。
同
判
決
は
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規

制
と
の
類
似
性
を
強
調
し
、
厳
格
審
査
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
骨
子
は
、
次
の
点
に
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由

の
う
ち
表
現
内
容
の
規
制
に
当
た
る
と
し
た
う
え
で
、
か
か
る
規
制
に
対
し
て
は
「
厳
格
な
審
査
」
が
要
求
さ
れ
る
と
し
、
そ
れ
が
合
法

で
あ
る
あ
る
た
め
に
は
州
政
府
の
側
で
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
存
在
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
立
証
が
な
け
れ
ば
当
該

規
制
は
違
憲
を
免
れ
な
い
と
し
て
、
審
理
の
結
果
、
全
員
一
致
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
を
違
憲
と
し
た
。
オ
コ
ナ
ー
判
事

の
執
筆
に
よ
る
法
廷
意
見
の
要
旨
は
、
次
の
二
点
か
ら
な
る
。

ま
ず
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
あ
る
法
律
が
内
容
を
理
由
に
言
論
に
制
約
を
加
え
る
場
合
、
そ
の
法
律
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に

違
反
す
る
と
推
定
さ
れ
る
の
が
確
立
し
た
原
理
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
は
表
現
の
内
容
を
理
由
に
表
現
者
に
財
政
的

な
負
担
を
課
す
法
律
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
表
現
内
容
の
規
制
に
関
す
る
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。

次
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
に
お
い
て
は
、
同
法
に
い
う
「
あ
る
犯
罪
で
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た

者
」
と
の
文
言
が
広
す
ぎ
て
、
実
際
に
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
者
以
外
の
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
著
者
が
自
己
の
犯
罪
に
つ
い
て

僅
か
に
触
れ
た
作
品
に
も
適
用
さ
れ
る
た
め
、
過
度
に
広
汎
で
あ
る
と
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
犯
罪
の
収
益
か
ら
被
害
者
に
賠
償
を
行
う
こ
と
と
犯
罪
者
に
犯
罪
で
儲
け
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
、
州
に
お
い
て
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
賠
償
を
犯
人
の
犯
罪
に
関
す
る
表
現
活
動
か
ら
生

じ
た
収
益
に
限
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
利
益
は
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
僅
か
な
も
の
で
し
か
な
く
、
特
定
の
内
容
の
表
現
活
動
に
制
約

（
一
四
二
八
）
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を
加
え
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
州
の
利
益
」
と
い
う
立
法
目
的
と
そ
の
利
益

を
実
現
す
べ
き
規
制
手
段
と
の
比
較
衡
量
を
通
じ
て
、
規
制
手
段
が
立
法
目
的
と
の
関
連
で
「
狭
く
策
定
さ
れ
」
て
い
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
態
度
が
み
ら
れ
る
（
26
）

。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
司
法
審
査
の
定
式
を
示
し
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
が
、
適
用
さ
れ
る

人
の
範
囲
が
犯
罪
の
有
罪
宣
告
を
受
け
た
者
以
外
の
告
発
を
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
者
に
ま
で
及
ん
で
い
る
点
で
法
律
の
適
用
範
囲
が
「
過

度
に
広
汎
」
で
あ
り
、
ま
た
、
預
託
さ
れ
る
金
銭
を
犯
罪
者
の
犯
行
に
係
る
著
作
の
出
版
か
ら
生
じ
た
収
益
に
限
定
し
て
い
る
点
で
「
過

少
に
包
摂
的
」
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
。

表
現
内
容
の
規
制
は
、
政
府
に
よ
る
恣
意
的
な
制
約
の
危
険
が
常
に
大
き
く
つ
き
ま
と
う
。
一
方
、
表
現
の
自
由
が
果
た
す
役
割
な
い

し
機
能
を
考
え
る
な
ら
ば
、
表
現
内
容
の
規
制
に
対
し
て
は
、
最
も
厳
格
な
審
査
基
準
が
要
請
さ
れ
る
。
表
現
内
容
の
規
制
の
場
合
、
規

制
立
法
に
対
し
て
は
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
合
憲
性
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
表
現
内
容
の
中
立
の
場
合
に
は
、

厳
格
な
審
査
基
準
よ
り
も
緩
や
か
に
、
よ
り
制
限
的
で
な
い
他
の
選
び
う
る
手
段
の
基
準
を
用
い
て
、
規
制
立
法
の
合
憲
性
が
判
断
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
本
来
、
内
容
の
中
立
的
な
規
制
で
あ
る
サ
ム
の
息
子
法
に
対
し
て
、
こ
れ
を
「
や
む
に
已
ま
れ

ぬ
利
益
」
の
衡
量
を
通
じ
た
合
憲
性
判
断
の
司
法
審
査
を
行
う
た
め
に
、
あ
え
て
表
現
内
容
の
規
制
に
準
じ
た
厳
格
審
査
を
要
請
し
た
よ

う
に
も
思
え
な
く
も
な
い
。

連
邦
最
高
裁
判
所
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
表
現
の
内
容
を
理
由
に
表
現
者
に
経
済
的
負
担
を
課
す
法
律
は
、
表
現
内
容
に
対
す
る

規
制
の
場
合
と
同
様
に
厳
格
な
審
査
に
付
さ
れ
、
規
制
当
局
の
側
に
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
が
あ
る
な
ど
特
段
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
表

現
の
自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
し
、
無
効
と
な
る
。
ま
た
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
な
ど
特
段
の
事
情
が

（
一
四
二
九
）
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あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
律
の
定
め
方
と
し
て
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
規
制
手
段
が
必
要
と
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

2　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
の
そ
の
後

連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
り
サ
ム
の
息
子
法
を
違
憲
と
判
断
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
は
、
そ
の
後
、
連
邦
最
高
裁
判
所
で
指
摘
し

た
点
を
踏
ま
え
て
、
サ
ム
の
息
子
法
の
改
正
法
案
を
作
成
し
、
一
九
九
二
年
七
月
、
議
会
で
同
法
案
を
可
決
成
立
さ
せ
、
知
事
の
署
名
に

よ
り
法
律
改
正
を
行
っ
て
い
る
（
27
）

。

一
九
九
二
年
の
改
正
法
は
、
ま
ず
、
従
前
の
法
律
が
「
過
度
に
包
括
的
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
批
判
を
免
れ
る
た
め
に
、
犯
罪
お
よ

び
犯
人
の
定
義
を
狭
い
も
の
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
二
年
の
改
正
法
で
は
、
同
法
に
い
う
犯
罪
と
は
、
刑
法
お
よ
び
州
の
そ
の
他

の
統
合
的
法
律
の
章
に
定
め
ら
れ
た
重
罪
を
い
う
と
定
義
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
従
前
の
法
律
が
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
だ
け
で
な
く
、
告

発
を
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
者
も
含
む
た
め
漠
然
と
し
て
い
る
と
の
批
判
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
一
九
九
二
年
の
改
正
法
は
、
犯
罪
の
収
益
の
定
義
を
、
前
の
法
律
よ
り
も
広
い
も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
二
年
の
改

正
法
に
よ
れ
ば
、
同
法
に
い
う
犯
罪
の
収
益
は
、
著
作
か
ら
え
ら
れ
る
利
益
の
み
な
ら
ず
、
被
告
人
が
犯
罪
に
よ
り
得
た
財
産
、
ま
た
は

そ
の
結
果
生
じ
た
所
得
（
こ
れ
ら
に
は
犯
罪
の
実
行
中
ま
た
は
そ
の
準
備
の
過
程
で
習
得
し
た
知
識
を
用
い
て
え
た
資
産
が
含
ま
れ
る
）
を
包
含
す

る
も
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
と
同
じ
よ
う
な
法
律
を
有
す
る
他
の
州
で
も
、
サ
ム
の
息
子
法
の
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
他
州

の
サ
ム
の
息
子
法
が
、
ど
の
よ
う
に
連
邦
最
高
裁
判
所
の
指
摘
し
た
違
憲
問
題
を
回
避
し
、
有
効
な
法
律
と
し
て
将
来
の
存
続
を
図
っ
て

（
一
四
三
〇
）
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行
っ
た
の
か
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
場
合
と
同
様
に
興
味
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
点
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
が
違
憲
の
判
断
を
下
さ
れ
て
も
、
他
の
州
に
お
け
る
サ
ム
の
息
子
法

が
違
憲
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
28
）

。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

各
州
の
実
情
を
踏
ま
え
、
被
害
弁
償
や
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
で
犯
罪
被
害
者
の
損
害
が
ど
の
程
度
て
ん
補
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
州
の
利
益
」
の
存
否
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
（
29
）

。

四　
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
と
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度

1　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
現
状

ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
の
犯
罪
被
害
者
対
策
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
国
の
一
つ
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
公
的

補
償
制
度
は
、
被
害
者
援
助
の
最
初
期
か
ら
存
在
す
る
。
そ
れ
が
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
州
の
利
益
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
以
下

で
は
、
両
者
の
関
係
を
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
歴
史
的
展
開
を
振
り
返
り
な
が
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
（
30
）

。

ま
ず
、
一
九
六
五
年
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
全
米
初
の
犯
罪
被
害
者
補
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

一
九
六
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
各
地
で
犯
罪
被
害
者
の
経
済
的
な
救
済
措
置
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
幾
つ
か
の

州
に
お
い
て
も
同
様
の
犯
罪
被
害
者
補
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
制
定
さ
れ
た
。
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
は
、
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
全
国
的
な
民

間
組
織
と
し
て
「
全
米
被
害
者
支
援
機
構
」（N

ational O
rganization for V

ictim
 A
ssistance 

﹇N
O
V
A

﹈）
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ら
が

中
心
と
な
り
被
害
者
の
精
神
的
援
助
と
被
害
者
の
権
利
に
対
す
る
認
識
の
強
化
な
ど
を
目
指
し
て
、
そ
の
活
動
の
輪
を
全
国
に
拡
大
し
て

（
一
四
三
一
）
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行
っ
た
（
31
）

。
ま
た
、
警
察
や
検
察
な
ど
の
刑
事
司
法
機
関
の
側
に
お
い
て
も
、
連
邦
法
執
行
援
助
局
（F

ederal L
aw
 E
nforcem

ent 

A
ssistance A

gency 

﹇L
E
A
A

﹈）
が
犯
罪
被
害
者
の
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
、
犯
罪
被
害
者
へ
の
協
力
お
よ
び
検
察
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
地
方
検
事
局
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
お
よ
び
証
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
資
金
を
提
供
す
る
な
ど
し
た
。
一
九
七
七
年
に
は
、
既
存
の

二
二
の
犯
罪
被
害
者
補
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
各
州
に
対
す
る
情
報
提
供
や
技
術
的
な
支
援
、
お
よ
び
全
国
的
な
補
償
制
度
の
創
設
を
促
進

す
る
た
め
に
、「
全
米
犯
罪
被
害
者
補
償
委
員
会
協
会
」（N
ational A

ssociation of C
rim
e V
ictim

 C
om
pensation B

oard

）
を
設
立
し
た
。

さ
ら
に
、
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
刑
事
手
続
上
の
犯
罪
被
害
者
の
保
護
や
法
的
地
位
の
向
上
に
力
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
八
二
年
に
は
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
お
よ
び
証
人
の
公
正
な
処
遇
を
定
め
た
「
連
邦
被
害
者
お
よ
び
証
人
保
護
法
」

（V
ictim

 and W
itness P

rotection A
ct

）
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
連
邦
政
府
が
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
政
権
時
代
に
設
立
さ
れ
た
「
犯
罪
被
害

者
に
関
す
る
大
統
領
特
別
委
員
会
」（P
resident ’s T

ask F
orce on V

ictim
s of C

rim
e

）
の
勧
告
を
受
け
、
本
格
的
な
犯
罪
被
害
者
の
対
策

に
乗
り
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
八
三
年
、
連
邦
司
法
省
計
画
局
内
に
「
犯
罪
被
害
者
対
策
室
（O

ffi  ce for V
ictim

s of 

C
rim
e 

﹇O
V
C

﹈）
が
設
置
さ
れ
、
専
門
家
の
育
成
、
被
害
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
立
法
例
の
発
案
な
ど
を
行
う
一
方
、
翌

一
九
八
四
年
に
、「
犯
罪
被
害
者
法
（V

ictim
s of C

rim
e A
ct 

﹇V
O
C
A

﹈ 42 U
.S
.C
. 10607⒠

⑵

）
が
制
定
さ
れ
、
州
や
地
方
の
被
害
者
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
援
助
す
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
基
金
（C

rim
e V
ictim

s F
und

）
を
創
設
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
犯
罪
被
害
者
基
金
は
、
犯
罪
被
害
者
対
策
室
（O

V
C

）
が
そ
の
運
営
を
司
る
が
、
基
金
総
額
お
よ
び
支
給
対
象
が
大
規
模
で
あ
る

こ
と
、
国
家
予
算
に
依
存
し
な
い
財
源
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
点
が
特
色
で
あ
る
。
犯
罪
被
害
者
基
金
の
財
源
は
、
一
般
の
税
金
を
用
い
ず
、

連
邦
法
に
違
反
し
た
者
か
ら
得
た
罰
金
（42 U

.S
.C
.§
10601⒝

⑴

）、
没
収
さ
れ
た
保
釈
保
証
金
（42 U

.S
.C
.§
10601⒝

⑶

）、
刑
罰
賦
課

（
一
四
三
二
）
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金
（42 U

.S
.C
.§
10601⒝

⑴

）、
お
よ
び
自
己
の
犯
罪
に
関
す
る
事
柄
を
公
表
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
の
没
収
金
（42 

U
.S
.C
.§
10601⒝

⑷
, 18 U

.S
.C
.§
3681

）
が
用
い
ら
れ
る
。
犯
罪
被
害
者
基
金
は
、
そ
の
一
部
が
裁
量
的
助
成
金
と
し
て
犯
罪
被
害
者
対

策
室
（O

V
C

）
に
よ
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
施
、
お
よ
び
、
そ
の
支
援
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の
九
〇
％
以
上
は
全
米
各

州
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
か
ら
支
出
さ
れ
る
補
助
金
に
よ
り
、
各
州
の
犯
罪
被
害
者
補
償
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
被
害
者
支
援
組
織
の
財
政

的
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
飛
躍
的
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
犯
罪
被
害
者
基
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
の
性

質
上
、
年
度
ご
と
の
資
金
の
調
達
額
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
各
州
で
安
定
し
た
資
金
供
給
の
方
途
を
探
る
努
力
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
犯
罪
被
害
者
対
策
室
（O

V
C

）
は
、
配
分
さ
れ
る
助
成
金
に
つ
い
て
、
受
給
資
格
や
条
件
な
ど
に
一
定
の
基
準
を
設
け
て
い
る
も
の

の
、
ど
の
よ
う
に
被
害
者
対
策
を
展
開
し
て
行
く
か
は
全
面
的
に
州
当
局
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。
州
当
局
は
、
独
自
の
申
請
手
続
を
定
め
、

助
成
対
象
を
決
定
す
る
う
え
で
、
ま
た
、
継
続
的
に
助
成
す
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る
う
え
で
、
大
き
な
裁
量
権
を
有
し
て

い
る
。

補
償
の
対
象
と
な
る
犯
罪
被
害
者
は
、
性
犯
罪
を
含
む
す
べ
て
の
暴
力
犯
罪
の
被
害
者
で
あ
る
。
被
害
者
の
配
偶
者
や
被
扶
養
者
も
給

付
の
対
象
と
な
り
う
る
。
一
九
八
八
年
に
犯
罪
被
害
者
法
（V

O
C
A

）
が
改
正
さ
れ
、
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
お
よ
び
酒
酔
い
運
転
に
よ

る
事
故
の
被
害
者
に
も
補
償
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
補
償
の
対
象
は
、
医
療
費
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
費
用
、
犯
罪
に
よ
る
傷
害
の
た

め
に
就
労
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
損
失
賃
金
、
殺
人
被
害
者
の
被
扶
養
者
の
生
活
費
、
葬
祭
費
な
ど
で
あ
る
。
犯
罪
被
害
者
が
補
償
を
受

け
る
た
め
に
は
、
警
察
に
対
す
る
迅
速
な
届
出
や
捜
査
に
対
す
る
協
力
な
ど
、
幾
つ
か
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
に
よ
る
補
償
は
、
い
わ
ゆ
る
「
最
後
の
拠
り
所
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
労
災
な
ど
の
保
険
給
付

や
犯
罪
被
害
者
か
ら
の
賠
償
な
ど
損
害
が
て
ん
補
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
補
償
さ
れ
な
い
。
犯
罪
被
害
者
法
（V

O
C
A

）

（
一
四
三
三
）
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の
補
助
金
の
財
源
は
、
連
邦
犯
罪
の
犯
罪
者
の
罰
金
、
没
収
金
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
各
州
の
財
源
も
ま
た
、
主
に
犯
罪
者
か
ら
の
罰

金
・
没
収
金
な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。
州
の
中
に
は
、
一
般
財
源
と
の
併
用
に
よ
り
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
財

源
は
必
ず
し
も
潤
沢
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
支
給
さ
れ
る
補
償
金
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
州
で
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
補
償
の
上
限

は
、
概
ね
一
万
ド
ル
か
ら
二
万
五
、〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
り
、
被
害
者
一
人
当
た
り
の
受
給
額
は
全
米
で
平
均
約
二
、〇
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
。

た
だ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
だ
け
は
、
て
ん
補
さ
れ
る
補
償
金
の
額
に
上
限
を
設
け
て
い
な
い
。

2　

没
収
と
犯
罪
被
害
者
基
金
の
財
源

財
源
と
の
関
係
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
没
収
制
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
連
邦
法
に
は
、
特
殊
な
類
型
の
没
収
制
度
と
し
て
、

有
罪
判
決
後
に
、
人
身
犯
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
被
告
人
が
自
分
の
犯
罪
の
映
画
化
・
小
説
化
な
ど
の
権
利
か
ら
得
た
収
益
を
没
収
し
て
犯

罪
被
害
者
の
民
事
賠
償
に
当
て
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
32
）

。
民
事
の
没
収
制
度
は
、
人
の
死
を
も
た
ら
し
た
物
を
国
が
没
収
す
る

deoband

の
制
度
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
の
死
の
原
因
と
な
っ
た
物
は
壊
れ
て
い
る
の
で
、
没
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
（
33
）

。

民
事
没
収
の
手
続
は
、
刑
事
手
続
と
は
別
個
に
、
没
収
対
象
財
産
を
被
告
と
し
て
民
事
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
刑
事
手
続
が

開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
要
件
で
は
な
い
。
民
事
の
没
収
は
、
合
衆
国
当
局
（
行
政
庁
）
が
連
邦
地
方
裁
判
所
に
訴
状
を
提
出
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
。
民
事
没
収
の
対
象
財
産
は
、
法
禁
物
と
犯
罪
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
た
財
産
が
中
心
で
あ
る
。

民
事
没
収
の
場
合
、
行
政
庁
は
、
ま
ず
、
相
当
の
理
由
を
示
し
て
裁
判
所
か
ら
令
状
を
得
て
、
所
定
の
財
産
を
押
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
押
収
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
財
産
が
民
事
没
収
の
対
象
と
な
り
得
る
と
信
ず
る
相
当
の
理
由
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
庁
は
、

（
一
四
三
四
）
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没
収
対
象
財
産
が
没
収
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
相
当
の
理
由
を
示
せ
ば
足
り
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
程
度
の
立

証
は
必
要
で
な
い
。
没
収
対
象
財
産
に
関
し
て
権
利
を
主
張
す
る
者
は
、
当
該
財
産
ま
た
は
そ
れ
に
関
す
る
利
益
が
没
収
の
対
象
と
な
ら

な
い
こ
と
を
証
拠
の
優
越
の
程
度
に
証
明
し
な
け
れ
ば
、
没
収
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

次
に
、
没
収
対
象
財
産
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
押
収
し
た
後
は
、
そ
の
価
格
の
算
定
が
行
政
庁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
当
該
没
収
財
産
が
存

在
し
た
場
所
の
新
聞
に
週
一
回
・
連
続
三
週
間
、
没
収
に
関
す
る
公
告
を
な
し
、
か
つ
、
利
害
関
係
人
に
は
民
事
没
収
手
続
へ
参
加
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
所
定
の
期
間
内
に
異
議
の
申
立
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
没
収
の
効
力
が
発
生
す
る
（
34
）

。
没
収
の
要
件
に
当
た
ら

な
い
場
合
、
ま
た
は
、
異
議
の
申
立
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
司
法
手
続
に
移
行
し
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
基
づ
い
て
証
拠
開
示
手
続
が

行
わ
れ
、
こ
の
段
階
で
決
着
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
公
判
手
続
に
よ
っ
て
没
収
の
可
否
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
刑
事
の
没
収
は
、
刑
罰
と
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
被
告
人
に
対
し
て
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
有
罪
判
決
後
に
執
行
さ
れ
る
。

刑
事
没
収
の
範
囲
は
、
個
々
の
法
律
に
個
別
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、
当
該
犯
罪
行
為
の
遂
行
・
助

長
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
た
は
使
用
を
意
図
さ
れ
た
財
産
、
当
該
犯
罪
か
ら
得
た
収
益
ま
た
は
そ
れ
に
由
来
す
る
財
産
な
ど
が
一
般
的
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
没
収
の
手
続
に
お
い
て
被
告
人
の
財
産
を
没
収
す
る
に
は
、
起
訴
状
に
没
収
の
対
象
と
な
る
財
産
が
記
載
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陪
審
は
特
別
評
決
に
よ
っ
て
没
収
の
可
否
を
決
定
し
、
裁
判
所
が
被
告
人
に
対
し
て
没
収
を
命
ず
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
事
・
刑
事
の
二
つ
の
没
収
制
度
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
重
な
る
と
こ
ろ
が
少
く

な
い
。
し
か
し
、
刑
事
没
収
の
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
手
続
上
、
被
告
人
は
没
収
の
対
象
と
な
る
財
産
を
移
転
・
隠
匿
な
ど
し
て
没
収

を
免
れ
る
危
険
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
財
産
の
没
収
手
段
と
し
て
は
、
起
訴
の
必
要
も
な
く
、
証
明
責
任
な
ど
で
有
利
な
民
事
没
収
を

選
択
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
35
）

。

（
一
四
三
五
）
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こ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
犯
罪
か
ら
得
た
収
益
を
剥
奪
す
る
没
収
に
類
似
し
た
制
度
と
し
て
、
い
わ
ゆ
るR

IC
O

法
（
正
式
名
称

を
「
暴
力
団
の
影
響
下
に
あ
る
腐
敗
し
た
組
織
の
規
制
法
」（R

ackeeer Infl uenced and C
orrupt O

rganization

）
と
い
う
（
36
）

）
の
下
で
、
被
告
人
が

所
定
の
団
体
（enterprise

）
を
法
の
定
め
る
事
項
に
違
反
し
て
運
営
す
る
な
ど
し
た
場
合
に
、
当
該
団
体
に
対
し
て
被
告
人
が
有
す
る
権

益
お
よ
び
当
該
団
体
に
影
響
を
与
え
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
財
産
・
契
約
上
の
権
利
の
す
べ
て
を
没
収
す
る
「
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
没
収
」

が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
37
）

。R
IC
O

法
は
、
一
九
七
〇
年
の
「
組
織
犯
罪
規
制
法
」（O

rganized C
rim
e C
ontrol of A

ct

）
の
第
九
編
と
し
て
制

定
さ
れ
、
連
邦
刑
法
典
一
八
編
一
九
六
一
条
か
ら
一
九
六
八
条
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
没
収
の
対
象
と
な
る
権
益
な
ど
の
中
に
は
、

当
該
団
体
内
に
お
け
る
被
告
人
の
地
位
・
役
職
、
そ
こ
か
ら
得
る
利
益
（
例
え
ば
、
給
料
、
賞
与
な
ど
）
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
立

法
が
当
該
団
体
か
ら
被
告
人
の
影
響
力
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
没
収
の
対
象
と
な
る
権
益
が
犯
罪
と
関
係
あ

る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
（
38
）

。
没
収
す
べ
き
財
産
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
同
価
値
の
被
告
人
の
財
産
を
没
収
で
き

る
代
替
没
収
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
39
）

。
こ
の
よ
う
な
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ
没
収
お
よ
び
代
替
没
収
と
同
様
の
規
定
は
、
薬
物
取
引
の
継

続
的
犯
罪
組
織
（C

C
E

）
に
つ
い
て
も
置
か
れ
て
い
る
（
40
）

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
民
事
没
収
は
民
事
上
の
制
度
で
あ
り
、
起
訴
の
必
要
も
な
く
、
証
明
責
任
な
ど
で
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的

多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刑
事
被
告
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
憲
法
上
の
権
利
は
民
事
没
収
手
続
に
は
適
用
が
な
い
こ
と
も
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
禁
物
や
有
害
物
質
の
没
収
を
除
い
て
、
民
事
没
収
を
民
事
罰
と
し
て
扱
う
こ
と
、
お
よ
び
、
犯
罪
と
関
係
の

な
い
財
産
の
没
収
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
批
判
が
強
い
（
41
）

。
む
し
ろ
、
没
収
は
、
犯
罪
利
益
の
剥
奪
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
あ
る
（
42
）

。
ま
た
、
没
収
よ
り
も
、
犯
罪
利
益
に
比
例
し
た
罰
金
制
度
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
（
43
）

。

（
一
四
三
六
）
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長
谷
川
）

四
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五

3　

犯
罪
被
害
者
の
損
害
て
ん
補
│
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
存
否
、
出
訴
期
限
法
と
の
関
係

以
上
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
犯
罪
被
害
者
の
権
利
運
動
が
き
わ
め
て
活
発
で
あ
り
、
全
米
被
害
者
支
援
機
構
（N

O
V
A

）
な
ど

の
民
間
団
体
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
や
啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
、
立
法
府
や
行
政
府
に
犯
罪
被
害
者
の
権
利
を
法
的
に
確
立
す
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
る
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
法
（V

O
C
A

）
を
中
心
と
し
た
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
下
で
、
現
在
で
は
、
都
市
部
の
大
規
模
警
察

の
多
く
は
、
被
害
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
て
お
り
、
犯
罪
被
害
者
援
助
活
動
は
、
着
実
に
増
加
・
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
は
、
暴
力
犯
罪
や
飲
酒
運
転
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
被
害
者
に
対
し
て
経
済
的

援
助
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
（
44
）

、
心
理
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
含
む
医
療
費
、
犯
罪
に
よ
る
身
体
的
傷
害
に
よ
っ
て
失
っ
た
賃
金
、
殺
人
の

場
合
の
葬
儀
費
用
、
お
よ
び
被
扶
養
者
の
生
活
費
な
ど
が
補
償
の
対
象
で
あ
る
。
犯
罪
に
よ
る
財
産
的
損
害
は
、
原
則
と
し
て
補
償
の
対

象
外
と
さ
れ
て
い
る
（
45
）

。
の
み
な
ら
ず
、
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
は
、
申
請
の
顕
著
な
増
加
に
由
来
す
る
財
政
的
困
窮
や
人
的
資
源
の
不
足

な
ど
の
慢
性
的
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
申
請
か
ら
実
際
の
交
付
ま
で
に
は
遅
延
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
も
、
補
償
の
上
限
は
、
前
述
の

よ
う
に
、
大
半
の
州
で
一
万
五
、〇
〇
〇
ド
ル
か
ら
二
万
五
、〇
〇
〇
ド
ル
で
、
一
人
あ
た
り
の
平
均
補
償
額
は
約
二
、〇
〇
〇
ド
ル
で
あ

る
。
犯
罪
被
害
者
基
金
の
財
源
は
、
連
邦
犯
罪
に
係
る
罰
金
、
保
釈
保
証
金
、
刑
罰
付
加
金
、
お
よ
び
被
害
者
が
自
分
の
版
材
を
映
画
や

図
書
に
よ
り
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
の
没
収
金
な
ど
の
預
託
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
な
お
ア
メ
リ
カ
で
は
十
分
に

援
助
を
受
け
て
い
る
犯
罪
被
害
者
は
少
数
で
あ
り
、
情
報
提
供
も
十
分
で
な
い
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
と
は
別
に
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
、
刑
の
宣
告
猶
予
や
執
行
猶
予
の
条
件
と
し
て
、

被
告
人
に
被
害
回
復
や
賠
償
を
含
む
被
害
弁
償
命
令
（restitution order
） 
を
科
す
こ
と
が
、
比
較
的
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
（
46
）

。
被
害

弁
償
命
令
は
、
被
害
者
の
刑
事
司
法
に
対
す
る
満
足
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
犯
罪
者
に
対
す
る
更
生
の

（
一
四
三
七
）
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効
果
を
も
つ
と
い
う
理
由
か
ら
、
現
在
、
す
べ
て
の
州
に
お
い
て
こ
れ
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
、
弁
償
す
べ
き
損
害
（
精
神
的
治
療

や
社
会
復
帰
の
た
め
の
治
療
の
費
用
、
逸
失
利
益
、
転
居
・
移
転
の
費
用
、
葬
儀
代
な
ど
）
や
被
害
者
の
範
囲
（
被
害
者
本
人
に
限
ら
ず
そ
の
家
族
や

被
害
者
へ
の
援
助
を
行
っ
た
支
援
団
体
な
ど
）
の
拡
大
、
お
よ
び
そ
の
執
行
方
法
（
弁
償
命
令
に
基
づ
く
民
事
執
行
）
に
関
す
る
改
善
が
行
わ
れ

て
い
る
（
47
）

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
の
州
で
は
、
被
害
者
援
助
団
体
を
含
む
私
的
団
体
に
弁
償
金
の
回
収
を
請
け
負
わ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
（
48
）

。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
賠
償
資
力
に
乏
し
く
、
刑
務
所
な
ど
に
収
監
さ
れ
て
い
る
犯
罪
者
か
ら
賠
償
金
な
ど
の
弁
償
を
得
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
い
っ
て
期
待
し
難
い
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
考
慮
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
サ
ム
の
息
子
法
を
制
定
し
、
一
方
で
、
犯
罪
被
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
す
る

損
害
の
て
ん
補
を
図
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
不
当
な
利
益
の
獲
得
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の

サ
ム
の
息
子
法
の
違
憲
を
問
う
裁
判
所
の
審
理
で
は
、
州
の
側
で
十
分
な
証
明
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
態
を
踏
ま
え
た

「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
州
の
利
益
」
が
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
な
ど
で
制
定
さ
れ
た
サ
ム
の
息
子
法
は
、
犯
罪
の
加
害
者
ま
た
は
犯
罪
者
に
帰
す
べ
き
金
銭
を
、
州
の
犯
罪

被
害
者
委
員
会
を
通
じ
て
第
三
者
預
託
口
座
に
預
け
、
そ
の
口
座
開
設
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
犯
罪
被
害
者
が
犯
罪
の
加
害
者
に
民
事
の

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
勝
訴
判
決
を
え
た
と
き
は
、
そ
の
預
託
金
か
ら
犯
罪
被
害
者
に
賠
償
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
仕
組
み

を
と
っ
て
お
り
、
時
効
消
滅
し
た
は
ず
の
民
事
損
害
賠
償
請
求
で
あ
っ
て
も
、
後
日
、
そ
の
復
活
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
不

法
行
為
を
理
由
と
す
る
民
事
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
は
、
各
州
で
脅
迫
・
暴
行
（assault &

 battery

）
や
不
当
死
亡
（w

rongful death

）
の

場
合
を
中
心
に
二
年
の
出
訴
期
間
（tim

e-periods

）
を
定
め
て
い
る
（
49
）

。
サ
ム
の
息
子
法
は
、
係
属
中
の
訴
訟
が
な
い
と
き
は
預
託
金
が
本

来
受
領
す
べ
き
犯
罪
の
加
害
者
な
ど
に
返
還
さ
れ
る
と
し
て
も
、
制
定
法
上
の
出
訴
期
限
法
（S

tatutes of L
im
itation

）
を
実
質
的
に
変

（
一
四
三
八
）
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長
谷
川
）

四
九
七

更
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
サ
ム
の
息
子
法
が
実
務
に
与
え
る
影
響
に
は
頗
る
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
、

犯
罪
の
再
現
に
開
す
る
著
作
等
が
公
表
さ
れ
た
時
点
で
新
た
な
権
利
侵
害
が
生
じ
た
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
サ
ム
の
息
子
法

の
合
憲
性
を
判
断
す
る
う
え
で
は
、
出
訴
期
限
に
つ
い
て
の
検
討
も
ま
た
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
50
）

。

五　

サ
ム
の
息
子
法
に
よ
る
規
制
と
表
現
の
自
由

1　

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の
二
分
論

合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
は
、
連
邦
議
会
が
言
論
の
自
由
・
出
版
の
自
由
、
平
和
的
に
集
会
す
る
人
民
の
権
利
を
縮
減
す
る
法
律
を
制

定
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
言
論
・
出
版
の
自
由
、
集
会
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
（
51
）

。
修
正
第
一
条
が
保
障
す
る
言
論
・
出
版
の
自
由
は
、

両
者
を
総
称
し
て
、
一
般
に
「
表
現
の
自
由
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
修
正
第
一
条
は
、
条
文
上
、
連
邦
議
会
だ
け
が
禁
止
の
名
宛
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
連
邦
政
府
の
ど
の
部
門
も
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
修
正
第
一
条
が
、
差
別
の
禁
止
を
定
め
る

修
正
第
一
四
条
を
通
じ
て
州
に
も
適
用
さ
れ
、
州
政
府
の
行
為
を
拘
束
す
る
こ
と
も
、
今
日
で
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
（
52
）

。
従
来
、

表
現
の
自
由
の
中
核
的
内
容
を
占
め
て
い
た
の
は
、
検
閲
の
禁
止
な
い
し
事
前
抑
制
の
禁
止
で
あ
る
。
し
か
し
、
合
衆
国
憲
法
の
権
利
規

定
は
数
も
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
修
正
第
一
条
が
市
民
的
権
利
の
一
般
的
規
定
の
よ
う
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
憲
法
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由
の
下
で
、
表
現
の
自
由
の
規
制
は
、
規
制
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
に
お
い

て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
他
に
よ
り
制
限
的
で
な
い
代
替
手
段
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
採
ら
れ
た
手
段
は
修

正
第
一
条
に
違
反
す
る
。
ま
た
、
規
制
が
過
度
に
広
汎
で
あ
れ
ば
、
そ
の
規
制
は
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
過
度
に
広
汎

（
一
四
三
九
）
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な
表
現
の
規
制
は
、
合
憲
的
に
制
限
し
得
な
い
表
現
ま
で
制
約
さ
せ
る
恐
れ
を
生
じ
さ
せ
、
本
来
で
あ
れ
ば
合
憲
的
に
な
し
得
る
表
現
行

為
に
ま
で
萎
縮
効
果
（chilling eff ect

）
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
（
53
）

。

ア
メ
リ
カ
憲
法
学
で
は
、
表
現
の
自
由
の
規
制
に
対
す
る
合
憲
性
判
断
の
司
法
審
査
に
お
い
て
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
に

中
立
的
規
制
と
を
区
別
す
る
二
分
論
の
考
え
方
が
、
判
例
お
よ
び
学
説
上
も
盛
ん
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
54
）

。
こ
の
二
分
論
は
、
合
衆
国
憲
法

修
正
第
一
条
の
分
析
に
対
す
る
バ
ー
ガ
ー
・
コ
ー
ト
の
司
法
審
査
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
、
表
現
の
自
由
論
に

お
い
て
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
判
例
法
理
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
最
高
裁
の
説
く
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
に
中
立
的

規
制
の
区
別
（
二
分
論
）
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
現
れ
た
判
決
の
事
案
を
み
る
限
り
、
必
ず
し
も
区
分
の
基
準
に
従
っ
て
論

理
的
に
一
貫
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
（
55
）

。

2　

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
審
査
基
準

表
現
と
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
は
、
表
現
者
が
伝
達
し
よ
う
と
す
る
表
現
の
内
容
そ
の
も
の
を
理
由
と
し
た
規
制
で
あ
る
。
表
現
内
容

に
基
づ
く
規
制
が
合
憲
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
と
さ
れ
る
（
56
）

。
厳
格
な
審
査
と
は
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
が

合
憲
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
政
府
に
よ
る
表
現
規
制
の
目
的
が
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
規
制
手

段
が
規
制
目
的
の
た
め
に
「
必
要
不
可
欠
」
か
、
ま
た
は
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
（
規
制
目
的
・
規
制
手
段
の
厳
格
な
関

連
性
）
を
必
要
と
す
る
と
い
う
司
法
審
査
で
あ
る
（
57
）

。「
厳
格
審
査
」
の
起
源
や
厳
格
審
査
を
構
成
し
て
い
る
規
制
目
的
と
規
制
手
段
の
間

の
関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
史
の
研
究
に
お
い
て
も
い
ま
だ
必
ず
し
も
十
分
な
説
明
は
得
ら
れ
て
い
な
い
（
58
）

。
ま
た
、

「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
基
準
が
連
邦
最
高
裁
判
所
に
定
着
し
て
行
っ
た
過
程
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
て

（
一
四
四
〇
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

四
九
九

い
る
わ
け
で
は
な
い
（
59
）

。

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
概
念
は
、S

kinner v. O
klahom

a, 316 U
.S
. 535 

（1942 （60
）

）
とK

orem
atsu 

v. U
nited S

tates, 323 U
.S
. 214 

（1944 （61
）

）
に
そ
の
萌
芽
が
あ
り
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
時
代
の
人
権
保
護
の
裁
判
を
通
じ
て
、
州
政

府
に
規
制
を
正
当
化
す
る
た
め
の
重
い
立
証
責
任
を
課
す
必
要
性
か
ら
、
厳
格
な
司
法
審
査
の
一
つ
の
基
準
と
し
て
そ
の
輪
郭
が
形
成
さ

れ
て
き
た
と
の
指
摘
が
あ
る
（
62
）

。
と
り
わ
け
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
の
下
で
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
権
利
の
規
制
に
対
し
て
、「
や
む
に

已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
を
規
制
す
る
側
の
州
政
府
が
立
証
す
る
こ
と
を
要
し
、
か
つ
、
規
制
手
段
と
し
て
も
人

権
保
護
の
観
点
か
ら
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
の
考
え
方
が
、
一
九
五
〇
年
代
・
一
九
六
〇
年
代
の
裁
判
を

通
じ
て
形
成
さ
れ
、
支
配
的
と
な
っ
て
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
63
）

。
そ
れ
を
象
徴
的
に
表
す
る
の
が
、S

w
eezy v. N

ew
 H
am
pshire, 

354 U
.S
. 234 

（1957

）
に
お
い
て
Ｆ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
（F

elix F
rankfurter

）
判
事
が
説
い
た
「
法
律
に
よ
り
委
任
さ
れ
る
州
の
利

益
は
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（the subordinating interest of the S

tate m
ust be com

pelling

）
と
い
う
言
葉
（
64
）

で

あ
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
（
65
）

。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
で
は
、
表
現
内
容
に
基
づ
い
た
規
制
が
政
府
な
ど
の
規
制
当
局
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
、
司
法
審
査
と
し
て

は
、「
厳
格
審
査
」
の
基
準
が
適
用
さ
れ
、
州
政
府
に
は
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
が
あ
る
こ
と
の
証
明
が
課
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
れ

が
人
権
保
護
の
観
点
か
ら
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
厳
格
審
査
は
、
規
制
当
局
の
違
法
な
目

的
を
探
り
出
す
こ
と
、
お
よ
び
、
規
制
目
的
と
規
制
手
段
と
の
関
連
性
を
問
い
質
し
、
規
制
当
局
に
よ
る
規
制
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
（
66
）

。
そ
の
た
め
の
審
査
基
準
の
一
つ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
基
準
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
67
）

。

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
の
説
く
判
例
法
理
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
範
疇
化
な
い
し
定
義
衡
量
の
ア
プ
ロ
ー

（
一
四
四
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
〇
〇

チ
を
用
い
、
規
制
の
対
象
と
さ
れ
た
表
現
が
あ
ら
か
じ
め
厳
格
に
定
義
さ
れ
た
一
定
の
範
疇
に
属
す
る
表
現
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
（
68
）

。
そ
の
う
え
で
、
修
正
第
一
条
の
下
で
保
護
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
規
制
目
的
と
規
制
手
段
の
厳
格
な
関
連
性
が
問

わ
れ
、
内
容
に
基
づ
く
厳
格
な
司
法
審
査
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
（
69
）

。

こ
れ
に
対
し
、
表
現
の
内
容
中
立
的
な
規
制
と
は
、
表
現
の
内
容
以
外
の
表
現
活
動
に
お
け
る
時
間
や
場
所
、
あ
る
い
は
態
様
に
つ
い

て
、
政
府
な
ど
の
規
制
当
局
が
規
制
を
課
す
場
合
で
あ
る
。
表
現
内
容
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
規
制
に
は
、
大
別
し
て
、
二
つ
の
類
型
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
が
表
現
行
為
の
時
・
場
所
・
態
様
を
内
容
中
立
的
に
規
制
す
る
場
合
（
70
）

で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
表
現
行
為

以
外
の
行
為
の
制
約
が
表
現
行
為
の
規
制
と
し
て
作
用
す
る
場
合
（
71
）

で
あ
る
。
前
者
は
、
州
の
お
祭
り
広
場
で
物
品
の
販
売
・
頒
布
を
行
う

際
に
、
主
催
団
体
か
ら
賃
貸
し
た
ブ
ー
ス
で
行
う
こ
と
が
強
要
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
（
72
）

。
後
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
の
意
思
表
示
と
し

て
徴
兵
登
録
証
明
書
を
公
衆
の
面
前
で
焼
却
し
た
こ
と
が
、
徴
兵
登
録
証
明
書
を
故
意
に
焼
却
・
破
損
し
た
こ
と
に
あ
た
る
と
の
理
由
で

起
訴
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
（
73
）

。
両
者
は
、
状
況
の
違
い
か
ら
、
当
該
規
制
に
対
す
る
合
憲
性
判
断
の
審
査
に
差
異
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
で
は
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
内
容
中
立
的
な
規
制
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
74
）

。

表
現
の
内
容
中
立
的
な
規
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
制
が
表
現
の
主
題
や
主
体
を
含
む
表
現
の
内
容
で
は
な
く
、
政
府
の
重
要
な
利
益

（signifi cant or im
portant interest

）
を
達
成
す
る
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
表
現
活
動
の
た
め
の
代
替
的
な
表
現
手
段
が
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
規
制
を
合
憲
と
判
断
す
る
解
釈
が
示
さ
れ
て
き
た
（
75
）

。
こ
の
場
合
の
合
憲
性
審
査
の
基
準
と
し
て

は
、
第
一
に
、
重
要
な
規
制
目
的
と
最
小
限
の
規
制
手
段
と
い
う
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
の
規
制
が
課
さ
れ
て
も
な
お

十
分
に
表
現
を
伝
え
る
他
の
回
路
が
存
在
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
代
替
的
表
現
手
段
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
要
件
は
、
規

制
手
段
が
重
要
な
政
府
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
範
囲
で
適
切
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
意
味
し
、

（
一
四
四
二
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
〇
一

「
重
要
な
利
益
」
を
保
護
す
る
目
的
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
厳
格
な
審
査
に
服
し
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利

益
」
が
必
要
と
さ
れ
る
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
内
容
中
立
的
な
規
制
の
場
合
に
は
、「
重
要
な
利
益
」
の
存
在

で
足
り
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
緩
や
か
な
審
査
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
76
）

。
し
か
し
、
表
現
活
動
に
対
す
る
規
制
が
、
時
間
や

場
所
、
あ
る
い
は
態
様
に
つ
い
て
の
規
制
と
い
う
外
見
だ
け
で
内
容
中
立
的
な
規
制
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
合
憲
性
の
審
査
に
あ
た
っ
て

は
個
別
的
か
つ
実
質
的
な
判
断
が
必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表
現
の
内
容
中
立
的
な
規
制
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
規
制
当
局
の
判
断
を
尊
重
し
、
低
い
レ
ベ
ル
の
司
法
審
査
し
か
行
わ
な

い
背
後
に
は
、
特
定
の
思
想
を
差
別
的
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
な
い
限
り
、
言
論
利
益
と
規
制
利
益
の
調
整
に
関
す
る
規

制
当
局
の
判
断
は
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
の
中
立
的
な
規

制
の
二
分
論
を
前
提
に
、
政
府
の
規
制
目
的
な
い
し
狙
い
が
表
現
の
内
容
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
の
違
い
は
、
衡
量
す
べ
き
利
益
や

価
値
の
相
違
に
由
来
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
表
現
の
自
由
に
対
す
る
憲
法
上
の
保
障
を
根
拠
づ
け
る
価
値
と
し
て
し
ば
し
ば
主
張
さ

れ
る
の
は
、
民
主
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
表
現
の
自
由
の
重
要
性
、
個
人
の
自
己
表
現
に
と
っ
て
の
不
可
欠
性
、
お
よ
び
、
思
想
の

自
由
市
場
論
で
あ
る
（
77
）

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
論
拠
に
基
づ
き
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
＝
厳
格
審
査
、
内
容
中
立
的
規
制
＝
合
理
的

関
連
性
の
審
査
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
が
司
法
審
査
の
範
囲
や
程
度
の
相
違
と
結
び
つ
く
た
め
に
は
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
の
方
が

内
容
中
立
的
規
制
の
場
合
よ
り
も
表
現
の
自
由
に
と
っ
て
一
般
的
に
脅
威
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
78
）

。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
の
中
立
的
な
規
制
の
二
分
論
に
基
づ
き
、
表
現
の
主
題
な
い
し
主
体
に
基
づ

く
規
制
に
つ
い
て
も
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
の
場
合
と
同
様
に
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
説
く
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
必
ず

し
も
一
貫
し
た
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
の
が
、
当
該
規
制
が
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容

（
一
四
四
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
〇
二

の
中
立
的
な
時
・
場
所
・
態
様
に
関
す
る
規
制
の
両
者
の
性
格
を
併
せ
持
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、U

nited S
tates v. 

O
’B
rien, 391 U

.S
. 367 

（1968

） 

は
、
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
た
る
公
共
施
設
・
財
産
で
の
表
現
行
為
に
対
す
る
内
容
の
中
立
的

な
規
制
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
例
で
、
そ
の
規
制
が
政
府
の
憲
法
上
の
権
限
の
範
囲
内
に
あ
り
、
重
要
な
政
府
の
利
益
を
促
進
し
、
政

府
の
利
益
が
表
現
の
自
由
の
抑
圧
と
無
関
係
で
あ
っ
て
、
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
修
正
第
一
条
に
い
う
表
現
の
自
由
に
対
す
る
付
随
的
影

響
が
政
府
利
益
の
促
進
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
以
上
に
大
き
く
な
い
な
ら
ば
、
当
該
規
制
は
正
当
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、P

olice D
epartm

ent of the C
ity of C

hicago v. M
osley, 408 U

.S
. 92 

（1972

）
で
は
、
授
業
時
間
中
の
学
校
周

辺
で
の
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
、
労
働
争
議
中
の
学
校
に
対
す
る
平
和
的
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
除
い
て
全
面
的
に
禁
止
し
た
市
条
例
が
違
憲

と
判
示
さ
れ
た
。
本
件
市
条
例
は
、
表
現
の
主
題
に
基
づ
く
区
別
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
争
議
中
の
組
合
に
よ
る
ピ
ケ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
認
め
て
い
る
点
で
は
表
現
の
内
容
に
よ
る
区
別
を
許
容
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
本
判
決
は
、
そ
の
点
に
ま
っ
た

く
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
表
現
の
主
題
に
よ
る
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
捉
え
、
本
件
市
条

例
に
よ
る
「
規
制
は
時
・
場
所
・
状
況
の
中
立
性
を
踏
み
外
し
、
内
容
に
関
心
を
向
け
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
許
さ

れ
な
い
」
と
し
て
、
違
憲
の
判
断
を
下
し
て
い
る
。

こ
のM

osley

判
決
（
一
九
七
二
年
）
と
対
照
的
な
結
論
を
示
し
た
の
が
、Young v. A

m
erican M

ini T
heaters, 427 U

.S
. 50 

（1976

）

で
あ
る
。Y

oung

判
決
（
一
九
七
六
年
）
で
は
、
成
人
向
け
映
画
館
の
立
地
を
規
制
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
本
件
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
を
五
対
四
で
合
憲
と
判
断
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
犯
罪
の
煽

動
、
闘
争
的
言
辞
、
名
誉
毀
損
的
表
現
、
営
利
的
表
現
、
猥
褻
の
表
現
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、M

osley

判
決
（
一
九
七
二
年
）
の
い
う
中

立
性
原
理
の
考
え
方
を
批
判
し
、
本
件
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
は
表
現
の
内
容
に
対
し
て
中
立
的
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。Y

oung

判
決

（
一
四
四
四
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
〇
三

（
一
九
七
六
年
）
の
論
理
に
従
え
ば
、
表
現
の
主
題
に
関
す
る
規
制
で
あ
っ
て
も
、
内
容
に
中
立
的
な
規
制
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、

厳
格
な
審
査
に
服
せ
し
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
表
現
の
主
題
や
主
体
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
広
汎
で
あ
る
か
ら
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
の
要
素
と
内
容
中
立
的
な
規
制

の
要
素
の
双
方
を
併
せ
持
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
ど
ち
ら
の
要
素
を
重
視
す
る
か
に
よ
り
司
法
審
査
の
基
準
も
異
な
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
文
面
上
は
内
容
に
中
立
的
な
規
制
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

こ
の
場
合
に
は
厳
格
な
審
査
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
中
立
的
な
規
制
と
の
二
分
論
に
よ
る
限
り
、
表
現
の
主
題
に
関
す
る
規
制
を
区
分

論
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
憲
法
上
、
重
要
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。M

osley

判
決
（
一
九
七
二
年
）
お
よ
び

Y
oung

判
決
（
一
九
七
六
年
）
以
外
の
判
決
で
も
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
表
現
の
主
題
に
着
目
し
た
規
制
を
表
現
の

内
容
に
基
づ
く
規
制
と
捉
え
、
厳
格
な
審
査
基
準
を
適
用
し
て
い
る
（
79
）

。
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
表
現
の
主
題
に

着
目
し
た
規
制
を
本
質
的
に
内
容
中
立
的
規
制
と
捉
え
、
緩
や
か
な
比
較
衡
量
を
用
い
て
合
憲
性
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
（
80
）

。

ま
た
、
表
現
の
主
題
に
基
づ
く
規
制
の
場
合
と
同
様
、
表
現
の
主
体
に
基
づ
く
規
制
の
場
合
に
お
い
て
も
、
規
制
の
合
憲
性
審
査
に
お

い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
態
度
に
は
一
定
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
（
81
）

。

例
え
ば
、F
irst N

ational B
ank of B

oston v. B
ellotti, 435 U

.S
. 765 

（1978

）
は
、
住
民
投
票
に
あ
た
り
、
会
社
の
財
産
ま
た
は

事
業
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
が
献
金
す
る
こ
と
な
ど
を
禁
じ
る
州
法
を
違
憲
と
判
示
し
た
。

B
ellotti

判
決
（
一
九
七
八
年
）
は
、
保
護
さ
れ
た
表
現
の
領
域
で
は
、
表
現
の
主
題
や
公
共
的
問
題
に
つ
い
て
話
す
こ
と
の
で
き
る
主
体

を
指
定
す
る
権
限
は
憲
法
上
立
法
府
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
し
、
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
の
存
在
と
規
制
の
目
的
・
手
段
の
厳
密
な

（
一
四
四
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
〇
四

関
連
性
の
証
明
を
政
府
に
課
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、P

erry E
ducation A

ssociation v. P
erry L

ocal E
ducators ’ A

ssociation, 460 U
.S
. 37 

（1983

）
は
、
学
校
区

が
そ
の
学
校
間
に
独
自
に
設
け
て
い
る
郵
便
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
一
端
で
あ
る
教
師
用
郵
便
受
け
の
利
用
に
つ
い
て
、
排
他
的
交
渉
の
代
表

者
で
あ
る
労
働
組
合
に
は
認
め
る
が
、
そ
う
で
な
い
労
働
組
合
に
は
認
め
な
い
と
す
る
政
策
を
合
憲
と
判
示
し
た
。P

erry

判
決

（
一
九
八
三
年
）
で
は
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
郵
便
受
け
を
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

し
た
う
え
で
、
非
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
念
の
中
に
は
、
表
現
の
主
題
や
話
し
手
の
主
体
に
基
づ
い
て
ア
ク
セ
ス
を
区
別
す
る

権
利
が
暗
黙
の
前
提
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
、
合
憲
の
判
断
を
下
し
た
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
表
現
形
態
の
規
制
に
つ
い
て
も
、
規
制
当
局
は
、
表
現
内
容
の
規
制
か
表
現
行
為
の
態
様
に
関
す
る
規
制
か
の
区
別
が
し
ば

し
ば
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
内
容
に
中
立
的
な
手
法
で
規
制
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
で
あ
る
と
し

て
厳
格
な
審
査
に
服
し
、
違
憲
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
82
）

。

例
え
ば
、C

ohen v. C
alifornia, 403 U

.S
. 15 

（1971

）
で
は
、”F

uck the D
raft ”

と
書
か
れ
た
服
を
着
用
し
て
裁
判
所
の
廊
下
を

歩
い
た
こ
と
が
州
の
禁
じ
る
人
を
不
快
に
さ
せ
る
行
為
に
あ
た
る
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
州
裁
判
所
の
下
し
た

有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。

こ
の
ほ
か
、C
ohen

判
決
（
一
九
七
一
年
）
の
よ
う
な
例
と
し
て
は
、
街
の
汚
れ
を
防
止
す
る
と
い
う
理
由
で
ビ
ラ
ま
き
を
全
面
的
に

禁
止
す
る
条
例
を
違
憲
と
判
示
し
たS

chneider v. N
ew
 Jersey, 308 U

.S
. 147 

（1939

）
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
理
由
と
し
て

戸
別
訪
問
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
条
例
を
違
憲
と
判
示
し
たM

artin v. C
ity of S

truthers, 319 U
.S
. 141 

（1943

）
な
ど
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
一
四
四
六
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
〇
五

も
っ
と
も
、
最
近
の
連
邦
最
高
裁
判
決
に
は
、
表
現
形
態
の
規
制
の
重
大
性
に
対
す
る
認
識
が
希
薄
化
し
、
問
題
と
な
っ
た
規
制
が
内

容
中
立
的
な
規
制
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
、
内
容
に
基
づ
く
規
制
の
場
合
よ
り
も
厳
格
で
な
い
司
法
審
査
に
服
す
る
も
の
と
し
、
当

該
規
制
を
合
憲
と
判
示
し
た
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
（
83
）

。
例
え
ば
、M

em
bers of the C

ity C
ouncil of L

os A
ngeles v. T

axpayers for 

V
incent, 104 S

. C
t. 2118 

（1984

）
は
、
街
灯
・
電
柱
な
ど
へ
の
ビ
ラ
貼
り
を
禁
止
す
る
市
条
例
に
つ
い
て
、
本
件
を
非
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
表
現
活
動
の
規
制
の
事
例
と
捉
え
、
前
述
のO

’B
rien

判
決
（
一
九
六
八
）
で
示
さ
れ
た
内
容
に
中
立
的
な

規
制
の
合
憲
性
審
査
基
準
に
沿
っ
て
、
当
該
規
制
を
合
憲
と
判
示
し
た
。
ま
た
、C

lark v. C
om
m
unity for C

reative N
on-V

iolence 

（C
C
N
V

）, 104 S
. C
t. 3065 

（1984

） 

は
、
家
の
な
い
人
々
の
窮
状
を
訴
え
る
デ
モ
に
関
し
て
、
デ
モ
参
加
者
の
公
園
内
で
寝
泊
り
を
国

立
公
園
管
理
規
則
に
よ
り
禁
止
し
た
と
し
て
も
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
し
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
の
二
つ
の
判
決
は
、
当
該

規
制
が
内
容
中
立
的
で
あ
る
か
否
か
を
重
視
し
、
比
較
衡
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
た
内
容
に
中
立
的
な
時
・
場
所
・
態
様
の
規
制
に
対

す
る
比
較
的
緩
や
か
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
事
例
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
84
）

。
も
っ
と
も
、
両
判
決
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
に
あ
ま
り

恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
政
治
的
に
は
、
あ
ま
り
有
力
で
な
い
人
々
の
言
論
に
対
し
て
連
邦
最
高
裁
判
所
の
鈍
感
さ
を
例
証
す
る
も
の

で
あ
る
と
し
、
そ
の
判
断
を
厳
し
く
批
判
す
る
者
も
い
る
（
85
）

。

学
説
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
説
く
表
現
の
自
由
に
関
す
る
二
分
論
を
比
較
的
好
意
的
に
受
け
容
れ
て
い
る
が
、
論
者
ご
と
に
そ
の
区

分
の
基
準
・
内
容
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
86
）

。
代
表
的
な
学
説
を
挙
げ
れ
ば
、
Ｊ
・
イ
ー
リ
ー

（E
ly

）
や
Ｌ
・
ト
ゥ
ラ
イ
プ
（T

ribe

）
が
説
く
意
思
伝
達
的
イ
ン
パ
ク
ト
理
論
で
は
、
規
制
が
意
思
伝
達
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
向
け
ら
れ
て

い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
制
が
表
現
の
自
由
の
保
障
に
及
ぼ
す
意
味
が
異
な
り
、
従
っ
て
、
司
法
審
査
の
あ
り
方
も
異
な
る
と
し

て
い
る
（
87
）

。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｒ
・
ス
ト
ー
ン
（S

tone

）
は
、
連
邦
最
高
裁
判
決
と
ほ
ぼ
同
じ
観
点
に
立
っ
て
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制

（
一
四
四
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
〇
六

と
内
容
に
中
立
的
な
規
制
を
根
拠
づ
け
る
諸
事
由
を
当
該
規
制
が
脅
か
す
程
度
に
応
じ
て
区
分
し
、
前
者
の
規
制
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
絶
対

的
保
護
に
近
い
基
準
に
よ
っ
て
修
正
第
一
条
の
保
護
が
与
え
ら
れ
る
と
す
る
が
、
後
者
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
本
質
上
、
特
定
の
伝

達
手
段
の
有
用
性
の
み
を
制
限
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
見
解
を
他
人
に
伝
達
す
る
能
力
を
当
該
規
制
が
意
味
あ
る
程
度
に
ま
で
損
な
う
か

ど
う
か
を
比
較
衡
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
行
い
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
当
該
規
制
の
合
憲
性
が
判
断
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（
88
）

。

こ
の
ほ
か
、
学
説
に
は
、
連
邦
最
高
裁
判
決
の
必
ず
し
も
一
貫
し
な
い
立
場
の
状
況
を
反
映
し
て
、
表
現
の
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の

み
を
擁
護
し
得
る
と
す
る
見
解
（
89
）

、
表
現
の
主
題
や
主
体
に
基
づ
く
規
制
と
区
別
し
得
な
い
と
す
る
見
解
（
90
）

、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
性
質
に
応
じ
て

考
え
得
る
と
す
る
見
解
（
91
）

な
ど
が
あ
り
、
見
解
は
多
岐
に
分
れ
る
（
92
）

。
最
近
で
は
、
二
分
論
を
排
し
て
、
三
分
論
を
主
張
す
る
見
解
（
93
）

や
、
二
分

論
に
お
け
る
区
分
の
一
貫
性
の
欠
如
、
表
現
の
自
由
の
保
護
水
準
の
低
下
を
指
摘
し
、
区
分
論
自
体
を
否
定
す
る
見
解
（
94
）

も
現
れ
て
い
る
。

3　

規
制
目
的
の
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
と
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
規
制
手
段
と
の
関
係

こ
れ
ま
で
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
決
で
は
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の
二
分
論
が
違

憲
・
合
憲
の
司
法
審
査
の
判
断
基
準
を
決
め
る
法
理
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
区
別
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
の
立
場
は
、
こ

れ
ま
で
の
判
決
を
み
る
限
り
、
必
ず
し
も
論
理
的
に
一
貫
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
連
邦
最
高
裁
判
決
の
中
に
あ
っ

て
、S

im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
公
共
の
財
産
の
利
用
と
は
関

係
が
な
い
事
案
で
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
の
類
似
性
を
強
調
し
、
厳
格
審
査
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

S
im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
で
は
、
被
告
人
や
有
罪
判
決
を
受
け
た
犯
罪
者
に
、
そ
の
犯
罪
に
関
す
る
著
作
か
ら
得
た

収
入
を
第
三
者
預
託
口
座
に
預
託
さ
せ
、
被
害
者
に
分
配
す
る
い
わ
ゆ
る
サ
ム
の
息
子
法
が
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
確
保
の
た

（
一
四
四
八
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
〇
七

め
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
訴
訟
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
サ
ム
の
息
子
法
で
あ

る
。
上
告
人
の
出
版
社
は
、
著
名
な
ギ
ャ
ン
グ
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ヒ
ル
の
自
伝
を
出
版
し
た
と
こ
ろ
、
自
伝
の
発
行
契
約
に
基
づ
い
て

現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
り
ヒ
ル
に
支
払
わ
れ
る
す
べ
て
の
金
額
を
州
へ
納
付
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
本
件
訴
訟
の
発
端
で
あ
っ

た
。当

時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
は
、
一
九
七
七
年
八
月
の
制
定
か
ら
三
回
ほ
ど
の
改
正
（
一
九
七
八
年
・
一
九
八
一
年
・

一
九
八
六
年
）
を
経
て
い
た
が
、
犯
罪
の
加
害
者
が
犯
行
を
題
材
に
著
作
を
出
版
・
販
売
し
て
得
る
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
る
す
べ
て
の

金
銭
は
、
い
っ
た
ん
州
の
犯
罪
被
害
者
委
員
会
は
開
設
す
る
第
三
者
預
託
口
座
に
寄
託
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
後
、
犯
罪
被
害
者
が
損
害
賠

償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
勝
訴
判
決
を
得
た
場
合
、
そ
の
預
託
金
か
ら
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
口
座
開
設
の
日

か
ら
五
年
を
経
過
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
預
託
金
は
加
害
者
に
返
還
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
表
現
の
自
由
と
の
関
係
に
配
慮
し
、
出
版
と
か
発
言
な
ど
の
表
現
行
為
や
表
現

活
動
そ
の
も
の
に
は
制
約
を
加
え
て
い
な
い
。
犯
罪
の
加
害
者
が
犯
罪
行
為
を
題
材
に
金
儲
け
を
す
る
こ
と
許
さ
な
い
こ
と
、
無
権
利
の

ま
ま
賠
償
を
受
け
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
犯
罪
被
害
者
の
救
済
を
図
る
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
を
制
定
し
た
立
法
趣
旨

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、S
im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
の
全
員
一
致
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の

息
子
法
が
合
衆
国
憲
法
第
一
条
に
違
反
し
違
憲
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
オ
コ
ナ
ー
判
事
が
執
筆
し
た
法
廷
意
見
は
、
州
法
は
特
定
の
内
容

の
言
論
に
つ
い
て
財
政
的
な
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
犯
罪
被
害
者
の
救
済
を
確
実
に
す
る
と
い
う
州
法
の
立
法
目
的
は
「
や
む
に
已

ま
れ
ぬ
利
益
」
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
利
益
を
達
成
す
る
た
め
に
州
法
の
採
用
す
る
規
制
手
段
は
「
過
度
に
包
括
的
で
あ

（
一
四
四
九
）
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五
〇
八

る
」
と
し
て
、
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
と
判
断
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
、
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

犯
罪
の
収
益
か
ら
被
害
者
に
賠
償
を
行
う
こ
と
と
犯
罪
者
に
儲
け
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
是
非
と
も
実
現
す
べ
き
州
の
利

益
（
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
）
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
利
益
が
州
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
賠
償
を
犯
罪
者
の
犯
罪
に
関
す
る
表
現

活
動
か
ら
生
じ
た
収
益
に
限
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
利
益
は
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
僅
か
な
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
の
が
、
連
邦
最

高
裁
判
所
の
法
廷
意
見
が
説
い
た
理
由
で
あ
る
。
こ
の
法
廷
意
見
の
中
に
は
、
修
正
第
一
条
の
下
で
は
表
現
の
内
容
に
基
づ
い
た
差
別
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
州
法
の
よ
う
な
財
政
上
の
負
担
を
通
じ
て
特
定
の
内
容
の
言
論
に
対
し
て
差
別
的
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
州
政
府
に
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
が
あ
り
、
そ
の
利
益
を
達
成
す
る
た
め
規
制
目
的
と
の
関
連
で
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
規

制
手
段
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
州
政
府
は
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
連
邦
最
高
裁
判
所
で
説
か
れ
た

厳
格
審
査
の
基
準
が
定
式
を
も
っ
て
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
法
廷
意
見
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
が
適
用
さ
れ
る
人
の
範
囲
が
犯
罪
の
有

罪
宣
告
を
受
け
た
者
以
外
に
、
告
発
を
受
け
た
に
す
ぎ
な
い
者
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
規
制
手
段
が
過
度
に
広
汎
で
あ
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
規
制
手
段
に
お
け
る
「
過
度
の
包
括
性
」
に
集
中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
判
事
の
指
摘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
判
決
で
は
規
制
手
段
に
お
け
る
「
過
少
の
包
摂
性
」
も
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
連

邦
最
高
裁
判
所
で
展
開
さ
れ
た
厳
格
審
査
の
状
況
を
み
る
な
ら
ば
、
規
制
手
段
に
お
け
る
「
過
少
の
包
摂
性
」
の
問
題
を
軽
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

表
現
の
自
由
の
規
制
は
、
規
制
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
、
他
に
よ
り
制
限
的
で
な
い
代
替
手
段
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
と
ら
れ
た
手
段
は
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
。
も

（
一
四
五
〇
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
〇
九

し
規
制
が
過
度
に
広
汎
で
あ
れ
ば
、
そ
の
規
制
は
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
過
度
に
広
汎
な
表
現
の
規
制
は
、
合
憲
的
に

制
限
し
得
な
い
表
現
ま
で
制
約
さ
せ
る
恐
れ
を
生
じ
さ
せ
、
本
来
で
あ
れ
ば
合
憲
的
に
な
し
得
る
表
現
行
為
に
ま
で
萎
縮
効
果
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

表
現
の
自
由
に
対
す
る
規
制
に
は
、
表
現
内
容
と
無
関
係
に
時
・
場
所
・
方
法
を
規
制
す
る
内
容
中
立
規
制
と
、
表
現
内
容
に
関
す
る

内
容
規
制
と
が
あ
り
、
後
者
の
方
が
、
表
現
の
自
由
に
対
し
て
よ
り
強
度
の
規
制
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
内
容
中
立
規
制
に
つ
い
て
は
緩

や
か
な
基
準
に
よ
り
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
内
容
規
制
に
つ
い
て
は
厳
格
な
基
準
に
よ
り
、
そ
の
合
憲
性
を
判
定
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。S

im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
で
は
、
法
律
が
特
定
の
表
現
の
内
容
を
理
由
と
し
て
表
現
者
に
財
政
的
な
負

担
を
課
す
場
合
に
は
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
す
る
と
い
う
推
定
が
働
く
と
し
、
こ
の
事
案
を
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
に

分
類
し
て
、
厳
格
な
審
査
を
導
い
て
い
る
（
95
）

。
表
現
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
の
享
受
の
制
限
な
い
し
剥
奪
は
、
本
来
、
利
益
追
求
を

目
的
と
す
る
表
現
者
の
動
機
を
弱
め
る
に
す
ぎ
ず
、
表
現
活
動
の
不
能
や
縮
小
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
内

容
に
中
立
的
な
規
制
に
対
す
る
合
憲
性
判
断
の
審
査
と
し
て
比
較
的
緩
や
か
な
審
査
基
準
を
採
用
し
、
表
現
行
為
の
文
脈
に
配
慮
し
た
利

益
衡
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
多
数
意
見
は
、
州
が

実
現
し
た
い
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
衡
量
と
の
関
連
で
、
よ
り
狭
く
策
定
さ
れ
た
規
制
手
段
が
要
請
さ
れ
る
と
し
た
。
財
政
上
の

負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
に
対
す
る
厳
格
審
査
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
導
く
た
め
に
採
ら
れ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
（
96
）

。

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
中
立
的
な
規
制
と
の
二
分
論
を
前
提
と
す
る
場
合
、
表
現
行
為
に
対
す
る
同
じ
規
制
が
政
府
の
主
張

す
る
規
制
利
益
に
応
じ
て
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
内
容
中
立
的
な
規
制
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

例
え
ば
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
の
営
業
を
禁
止
す
る
場
合
に
、
規
制
当
局
が
猥
褻
と
考
え
る
映
画
が
上
映
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で

（
一
四
五
一
）
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五
一
〇

の
禁
止
で
あ
れ
ば
、
表
現
の
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
な
り
、
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
映
画
の
上
映
が
交
通
の
混
乱
を
引

き
起
こ
し
や
す
い
と
い
う
理
由
で
の
禁
止
で
あ
れ
ば
、
内
容
に
中
立
的
な
規
制
と
な
り
、
比
較
的
緩
や
か
な
審
査
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
審
査
基
準
の
差
異
は
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
ま
た
は
内
容
中
立
的
規
制
の
区
別
を
、
司
法
審
査
の
範
囲
や
程
度
、

そ
の
方
法
論
の
相
違
に
結
び
つ
け
る
点
に
あ
る
。

ま
た
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
中
立
的
な
規
制
を
区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
に
、
か
り
に
理
論
的
根
拠
が
あ
る
と
し
て
も
、
表

現
の
「
内
容
」
と
は
何
か
、
表
現
の
主
題
と
主
体
に
基
づ
く
規
制
は
内
容
に
基
づ
く
規
制
に
含
ま
れ
る
か
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
の

要
素
と
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の
要
素
を
併
せ
持
つ
場
合
に
適
用
さ
れ
る
審
査
基
準
と
は
何
か
な
ど
、
前
提
問
題
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
解

決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
に
中
立
的
な
規
制
と
い
う
二

分
論
に
立
っ
た
司
法
審
査
の
判
断
基
準
が
表
現
の
自
由
の
理
論
と
し
て
正
当
化
で
き
る
か
ど
う
か
、
こ
の
点
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。サ

ム
の
息
子
法
は
、
犯
罪
に
つ
い
て
の
著
者
の
考
え
方
や
回
想
が
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
、
著
作
の
直
接
的
な
主
題
と
は
関
係
な
く
、
あ

る
い
は
、
そ
れ
が
付
随
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
主
題
の
著
作
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ム
の
息
子
法

に
い
う
「
あ
る
犯
罪
で
有
罪
の
認
定
を
受
け
た
者
」
の
定
義
は
広
汎
で
あ
る
た
め
、
著
者
が
実
際
に
告
訴
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
有
罪

判
決
を
受
け
た
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
あ
る
犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
を
著
作
の
中
で
認
め
た
場
合
に
も
、
こ
の
法
律
は
適
用
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
結
び
つ
く
と
、
サ
ム
の
息
子
法
は
潜
在
的
に
き
わ
め
て
多
く
の
著
作
に
適
用
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

S
im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
の
法
廷
意
見
で
は
、
こ
の
点
の
価
値
判
断
が
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
衡
量
と
い
う
言

葉
と
な
っ
て
現
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
一
四
五
二
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
一
一

ま
た
、S

im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
の
法
廷
意
見
で
は
、
通
常
の
立
法
の
場
合
に
妥
当
す
る
合
憲
性
の
推
定
は
表
現
内

容
に
基
づ
く
規
制
の
場
合
に
は
働
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
公
共
の
財
産
の
利
用
と
は
関
係
が
な

い
事
案
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
が
表
現
の
規
制
を
慎
重
に
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
合
衆

国
憲
法
修
正
第
一
条
の
解
釈
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
従
来
、
修
正
第
一
条
の
中
核
的
内

容
を
占
め
て
い
た
の
は
、
検
閲
の
禁
止
な
い
し
事
前
抑
制
の
禁
止
で
あ
る
。S

im
on &

 S
chuster

判
決
（
一
九
九
一
年
）
の
法
廷
意
見
は
、

特
定
の
内
容
の
言
論
に
つ
い
て
財
政
的
な
負
担
を
課
し
、
犯
罪
被
害
者
の
救
済
を
図
る
サ
ム
の
息
子
法
に
つ
い
て
、
検
閲
と
の
類
似
性
を

強
調
し
、
表
現
内
容
に
基
づ
い
た
規
制
の
原
則
的
禁
止
に
結
び
つ
け
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

六　

結　

語

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
サ
ム
の
息
子
法
が
採
用
す
る
著
作
等
を
通
じ
た
犯
罪
の
再
現
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
の
享
受
の
制

限
・
剥
奪
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
連
邦
最
高
裁
が
説
く
判
例
法
理
に
よ
れ
ば
、
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
修
正
第
一
条
の
解
釈
に
お
い
て
、

規
制
目
的
に
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
存
在
を
必
要
と
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
利
益
の
達
成
手
段
が
規
制
目
的
と
の
関
連
で

「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
厳
格
な
違
憲
審
査
の
定
式
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
表
現
の
自
由
が
問
題
と
な
る
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
厳
格
な
審
査
基
準
が
常
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
表
現

内
容
に
基
づ
い
た
規
制
に
対
し
て
は
厳
格
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
る
が
、
表
現
内
容
に
中
立
的
な
規
制
に
対
し
て
は
よ
り
緩
や
か
な
合

憲
性
判
断
の
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
現
の
内
容
以
外
の
表
現
行
為
に
関
す
る
時
や
場
所
、
態
様
に
対
す
る
規
制
の
審

（
一
四
五
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
一
二

査
で
も
、
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の
場
合
と
同
様
、
比
較
的
緩
や
か
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
中
立
的
規
制
を
区
別
し
て
論
じ
る
二
分
論
に
立
脚
す
る
場
合
に
は
、
表
現
の
内
容
と
は
何
か
、
表
現

の
主
題
と
主
体
に
関
す
る
規
制
は
内
容
の
規
制
に
含
ま
れ
る
か
な
ど
、
こ
れ
ら
の
点
は
前
提
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
と
い
え
る
。
し
か
し
、
表
現
の
自
由
の
保
障
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
規
制
の
目
的
や
狙
い
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
規
制
が
表
現
活
動
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
表

現
内
容
の
規
制
ま
た
は
内
容
に
中
立
的
な
規
制
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
そ
の
合
憲
性
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
表
現
行
為
の
文
脈
を
考
慮
し
た

比
較
衡
量
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
上
で
、
そ
の
規
制
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
表
現
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
か
、
よ
り
制
約
的
で
な
い
他
の
代
替
的
規
制
手
段
は
存
在
し
な
い
の
か
な
ど
を
、
具
体
的
か
つ
実
質
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
大
上
段
に
振
り
か
ぶ
っ
て
、
演
繹
的
な
手
法
に
よ
り
、
表
現
内
容
の
規
制
・
内
容
中
立
的
規
制
の
二
分
論
を
当
然
の
前
提
に
、
類
型

論
的
な
発
想
に
基
づ
き
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
衡
量
か
ら
一
定
の
結
論
を
導
く
手
法
に
は
、
ど
こ
か
釈
然
と
し
な
い
違
和
感
が
感

ぜ
ら
れ
る
。

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
遺
族
が
被
っ
た
損
害
に
つ
い
て
、
損
害
の
賠
償
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
犯
罪
の
加
害
者
が
犯
罪
に
関
す
る
著
書
や

映
画
、
雑
誌
記
事
、
ビ
デ
オ
な
ど
を
通
じ
て
多
額
の
収
益
を
得
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
が
一
致
し
て
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
お
い
て
没
収
の
対
象
と
な
る
財
産
の
範
囲
が
金
銭
債
権
に
拡
大
さ
れ
、
犯
罪

収
益
等
に
係
る
規
制
が
強
化
さ
れ
た
が
（
同
法
二
条
二
項
〜
四
項
）、
被
害
者
が
そ
の
財
産
に
つ
い
て
正
当
な
権
利
を
有
し
、
犯
人
か
ら
こ

れ
を
没
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
者
の
犯
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
な
ど
の
私
法
上
の
権
利
の
行
使
が
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
没
収
を
控
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
一
三
条
二
項
）。
た
だ
、
被
害
者
が
私
法
上
の
権
利
を
十
分
に
行
使
で
き
な
い

（
一
四
五
四
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
一
三

状
況
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
被
害
者
保
護
の
観
点
か
ら
例
外
的
に
没
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
同

法
一
三
条
三
項
（
97
）

）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
ム
の
息
子
法
の
よ
う
な
犯
罪
人
利
得
禁
止
法
を
制
定
す
る
場
合
、
表
現
の
自
由
と
の
関
係
で
は
、

細
心
の
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
連
邦
最
高
裁
は
我
々
に
知
ら
し
め
た
と
い
う
点
で
、S

im
on &

 S
chuster

判
決

（
一
九
九
一
年
）
は
大
き
な
意
義
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
） 

安
東
美
和
子
ほ
か
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
施
設
及
び
そ
の
運
用
実
態
」〈
法
務
総
合
研
究
所
研
究
報
告
九
〉『
諸
外
国
に
お
け
る
犯

罪
被
害
者
施
策
に
関
す
る
研
究
』（
法
務
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
頁
、
五
頁
以
下
。

（
2
） S

uzan D
udley G

old, F
irst A

m
endm

ent C
ases: S

on of S
am
 C
ase, C

avendish S
quare, 2014, pp. 45 et seq., 50. 

こ
の
ほ
か
、
本

稿
で
引
用
す
る
論
文
お
よ
び
著
書
を
参
照
。

（
3
） 

椎
橋
隆
幸
「
犯
罪
被
害
者
の
財
政
的
救
済
策
」
書
斎
の
ひ
ろ
ば
四
四
四
号
（
一
九
九
五
年
）
二
五
頁
以
下
、
岩
本
一
郎
「〈
最
近
の
判
例
〉

S
im
on &

 S
chuster, Inc. v. M

em
bers of the N

ew
 Y
ork S

tate C
rim
e V
ictim

s B
oard, 112 S

. C
t. 501 

（1991

）

│
犯
罪
者
が
犯
罪
事

実
を
表
現
す
る
作
品
か
ら
え
る
収
入
を
犯
罪
犠
牲
者
に
ま
わ
す
た
め
の
法
律
、
い
わ
ゆ
る
サ
ム
の
息
子
法
の
合
憲
性
」
ア
メ
リ
カ
法
一
九
三
三
│
一

（
一
九
九
三
年
）
九
九
頁
以
下
な
ど
。

（
4
） Jessica Y
ager, In

vestigatin
g N

ew
 York’s 2001 S

on
 of S

am
 L

aw
: P

roblem
s w

ith
 T

h
e R

ecen
t E

xten
sion

 of T
rort L

iability 

for P
eople C

on
victed

 of C
rim

es, 48 N
. Y
. S
ch. L

. R
ev. 433 

（2004

）; S
ean J. K

ealy, A
 P

roposal for A
 N

ew
 M

assach
u

setts 

N
otoriety-for-P

rofi t L
aw

: T
h

e G
ran

d
son

 of S
am
, 22 W

. N
ew
 E
ng. L

. R
ev. 1 

（2000

）; O
rly N

osrati, S
on

 of S
am

 L
aw

s: K
illin

g 

F
ree S

peech
 or P

rom
otin

g K
iller P

rofi ts ?, 20 W
hittier L

. R
ev. 949 

（1999

）; S
teven P

. V
ergas, N

ew
 York’s S

on
 of S

am
 L

aw
: 

A
llive an

d
 W

ell T
od

ay, 11 T
ouro L

. R
ev. 629 

（1995

）
な
ど
。
な
お
、
併
せ
て
、G

old, su
pra note 2, at 7 et seq.

を
参
照
。

（
5
） N

.Y
. E
xec. L

aw
 §
623-a.

（
一
四
五
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
一
四

（
6
） 

安
東
ほ
か
・
前
掲
注（
1
）三
三
頁
。

（
7
） 

詳
細
は
、G

ilbert O
’K
eefe G

reenm
an, S

on
 of S

im
on

 &
 S

ch
u

ster: A
 “T

ru
e C

rim
e” S

tory of M
otive, O

pportu
n

ity an
d

 th
e 

F
irst A

m
en

d
m

en
t, 18 U

. H
aw
. L
. R
ev. 201, 201 

（1996

）; C
onnie K

oshiol, S
trict S

cru
tin

y S
ou

n
d

s T
h

e D
eath

 K
n

ell for N
ew

 

York’s S
on

 of S
am

 L
aw
, 17 S

. Ill. U
. L
. J. 599 , 600 

（1993

）; L
isa A

nn M
orelli, S

im
on

 &
 S

ch
u

ster, In
c. v. M

em
bers of T

h
e 

N
ew

 Y
ork S

tate C
rim

e V
ictim

s B
oard

: H
ow

 th
e C

h
aracterization

 of A
 S

peech
 R

egu
lation

 C
an

 E
ffectively D

estroy A
 

L
egislative L

aw
, 42 C

ath. U
. L
. R
ev. 651 

（1993

）; L
ori F

. Z
vack, C

an
 S

tates E
n

act C
on

stitu
tion

al “S
on

 of S
am

” L
aw

 A
fter 

S
im

on
 &

 S
ch

u
ster, In

c. v. N
ew

 York S
tate C

rim
e V

ictim
s B

oard
?, 37 S

t. U
. L
. J. 701, 702 

（1993

）; K
ealy, su

pra note 4, at 6; 

N
osrati, su

pra note 4, at 453.

（
8
） F

irst A
m
endm

ent C
enter

│http://w
w
w
.fi rstam

endm
entcenter.org

は
、
二
〇
一
二
年
五
月
現
在
、
全
米
に
は
四
五
の
州
で
サ
ム
の

息
子
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
を
、
①
裁
判
所
に
よ
っ
て
廃
止
さ
る
か
ま
た
は
削
除
さ
れ
な
い
有
効
な
法
律
を
も
つ
州
（
三
四
州
）、
②

改
廃
に
よ
り
新
た
に
有
効
な
法
律
を
も
つ
州
（
一
〇
州
）、
お
よ
び
、
③
裁
判
所
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
る
が
有
効
な
法
律
と
し
て
存
置
さ
せ
て
い
る

州
（
一
州
）
に
大
別
し
、
根
拠
法
を
掲
げ
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、John A

llyn S
oderberg, S

on
 of S

am
 L

aw
s: A

 V
ictim

 of 

T
h

e F
irst A

m
en

d
m

en
t?, 49 W

ash. &
 L
ee L

. R
ev. 629, 634-637 

（1992

） 

は
、
一
九
七
七
年
以
降
制
定
さ
れ
た
四
四
の
州
に
お
け
る
サ
ム

の
息
子
法
を
取
り
上
げ
、
簡
単
な
内
容
の
分
析
を
試
み
て
い
る
。

（
9
） 

本
件
は
、
連
邦
裁
判
所
が
管
轄
す
る
事
件
で
あ
る
。
本
件
の
経
過
に
つ
い
て
は
、K

athleen H
ow
e, Is F

ree S
peech

 too H
igh

 a P
rice to 

P
ay for C

rim
e? O

vercom
in

g th
e C

on
stitu

tion
al In

con
sisten

cies in
 S

on
 of S

am
 L

aw
s, 24 L

oy. L
. A
. E
nt. L

. R
ev. 341, 344-250 

（2004

）; T
racy C

obb, M
akin

g A
 K

illin
g: E

valu
atin

g th
e C

on
stitu

tion
ality of th

e T
exas S

on
 of S

am
 L

aw
, 39 H

ous. L
. R
ev. 

1483, 1489-1494 

（2003

）; M
ichelle G

. L
ew
is L
iebeskind, B

ack to B
asics for V

ictim
s: S

trikin
g S

on
 of S

am
 L

aw
s in

 F
avor of an

 

A
m

en
d

ed
 R

estitu
tion

ary S
ch

em
e, 

﹇1994

﹈ A
nnual S

urvey of A
m
erican L

aw
 29, 33-43; K

elly F
ranks, “S

on
 of S

am
” L

aw
s A

fter 

S
im

on
 &

 S
ch

u
ster v. N

ew
 York C

rim
e V

ictim
s B

oard
: F

ree S
peech

 V
ersu

s V
ictm

s’ R
igh

ts, 14 H
astings C

om
m
. &
 E
nt. L

. J. 

595, 600-611 

（1992

）; R
alph W

. Johnson, Ⅲ
, S

im
on

 &
 S

ch
u

ster v. N
ew

 York C
rim

e V
ictim

s B
oard

: T
h

e D
em

ise of N
ew

 York’s 

（
一
四
五
六
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
一
五

S
on

 of S
am

 L
aw

 an
d

 th
e D

ecision
 th

at cou
ld

 H
ave B

een, 2 F
ordham

 Intell. P
rop. M

edia &
 E
nt. L

. J. 193, 202-211 

（1992

）; 

G
reenm

an, su
pra note 7, at 204-205 

な
ど
。

（
10
） 
本
文
で
述
べ
る
事
実
関
係
は
、
第
一
審
のS

im
on &

 S
chuster, Inc. v. M

em
bers of the N

ew
 Y
ork S

tate C
rim
e V
ictim

s B
oard, 

724 F
. S
upp. 170 

（S
.D
.N
.Y
.1989

）
お
よ
び
控
訴
審
のS

im
on &

 S
chuster v. F

ischetti, 916 F
. 2d 777 

（2nd C
ir., 1990

）
の
確
定
し
た

事
実
に
よ
る
。
併
せ
て
、S

im
on &

 S
chuster, Inc. v. M

em
bers of the N

ew
 Y
ork S

tate C
rim
e V
ictim

s B
oard, 112 S

. C
t. 501 

（1991

）

を
参
照
。

（
11
） 

後
に
、
本
件
の
犯
罪
実
話
書
『
ワ
イ
ズ
ガ
イ
（W

IS
E
G
U
Y

）』
に
基
づ
き
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
（M

artin S
corsese

）
の
監
督
に

よ
る
映
画
『
グ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ー
ズ
（G

oodF
ellas

）』
が
制
作
・
公
開
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
度
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

（
12
） S

im
on &

 S
chuster, Inc. v. M

em
bers of the N

ew
 Y
ork S

tate C
rim
e V
ictim

s B
oard, 724 F

. S
upp. 170 

（S
.D
.N
.Y
.1989

）. 

判
決

文
は
、
キ
ー
ナ
ン
（K

eenan

）
裁
判
官
の
執
筆
に
よ
る
。

（
13
） S

im
on &

 S
chuster v. F

ischetti, 916 F
. 2d 777 

（2nd C
ir., 1990

）. 

判
決
は
、
マ
イ
ナ
ー
（M

iner

）
裁
判
官
と
ウ
ォ
ー
カ
ー
（W

alker

）

裁
判
官
に
よ
る
多
数
意
見
で
あ
る
。

（
14
） 

こ
の
多
数
意
見
に
対
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
（N

ew
m
an

）
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
マ
ン
裁
判
官
は
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
。

内
容
に
よ
っ
て
規
制
対
象
と
な
る
著
作
を
区
別
す
る
こ
と
は
言
論
の
自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
に
違
反
し
、
許
さ
れ
な
い
。
犯
罪

人
が
犯
罪
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
を
阻
止
し
、
こ
れ
に
よ
り
被
害
者
の
苦
痛
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
州
の
利
益
で
は
な
い
。
公
共
の
利
益
に
関
わ
る

事
項
の
出
版
を
阻
止
す
る
実
際
的
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
立
法
は
許
さ
れ
な
い
。
誤
っ
て
告
発
さ
れ
た
者
が
無
罪
を
主
張
す
る
た
め
に
書
い
た
著
作
に

つ
い
て
も
サ
ム
の
息
子
法
は
適
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
過
度
に
包
括
的
で
あ
る
。
犯
罪
者
が
著
作
か
ら
得
る
印
税
等
の
金
員
の
引
渡
し
を
拒
絶
す
る

場
合
、
出
版
社
が
著
者
に
代
わ
っ
て
引
渡
し
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
出
版
社
は
前
払
を
躊
躇
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

（
15
） S
im
on &

 S
chuster v. N

.Y
. S
tate C

rim
e V
ictim

s B
oard, 502 U

.S
. 105, 112 S

. C
t. 501 

（1991

）.

（
16
） Id., 105 U

.S
. 105, at 108-124, 112 S

. C
t. 501, at 504-512. 

オ
コ
ナ
ー
（O

’C
onnor

）
判
事
が
執
筆
し
た
法
廷
意
見
に
、
レ
ー
ン
ク
イ

ス
ト
（R

ehnquist

）
最
高
裁
長
官
、
ホ
ワ
イ
ト
（W

hite

）
判
事
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
（S

tevens

）
判
事
、
ス
カ
ー
リ
ア
（S

calia

）
判
事
、
お

（
一
四
五
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
一
六

よ
び
ソ
ー
タ
ー
（S

outer

）
判
事
が
同
意
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
（B

lackm
un

）
判
事
と
ケ
ネ
デ
ィ
（K

ennedy

）
判
事
は
、
同
調
意
見
を
述
べ
て
い

る
。
ト
ー
マ
ス
（T

hom
as

）
判
事
は
、
本
件
の
審
理
お
よ
び
判
決
に
参
加
し
て
い
な
い
。

（
17
） Id., 105 U

.S
. 105, at 123-124, 112 S

. C
t. 501, at 512.

（
18
） Id., 105 U

.S
. 105, at 124-128, 112 S

. C
t. 501, at 512-515.

（
19
） N

osrati, su
pra note 4, at 956-957

な
ど
参
照
。

（
20
） P

eople v. H
arris, 456 N

. Y
. S
. 2nd 694 

（C
t. A
pp. 1982

）.

（
21
） C

hildren of B
edford, Inc. v. P

etrom
elis, 541 N

.Y
.S
. 2d 894 

（S
upp. 1989

）.

（
22
） C

hildren of B
edford, Inc. v. P

etrom
elis, 556 N

.Y
.S
. 2d 483 

（A
.D
.1990

）.

（
23
） C

hildren of B
edford, Inc. v. P

etrom
elis, 77 N

.Y
. 2d 713, 570 N

.Y
.S
. 2d 453 

（C
t. A
pp. 1991

）.

（
24
） C

hildren of B
edford, Inc. v. P

etrom
elis, 502 U

.S
. 1025, 112 S

. C
t. 859 

（1992

）.

（
25
） C

hildren of B
edford, Inc. v. P

etrom
elis, 79 N

. Y
. 2d 792, 583 N

. Y
. S
. 2d 188 

（C
t. A
pp. 1992

）.

（
26
） S

oderberg, su
pra note 8, at 658-666; H

ow
e, su

pra note 10, at 364; C
obb, su

pra note 10, at 1508

な
ど
。

（
27
） 

詳
細
は
、L

iebeskind, su
pra note 9, at 30; Y

ager, su
pra note 4, at 435, 441-449; H

ow
e, su

pra note 9, at 349-351; M
ark A

. 

C
onrad, N

ew
 Yorks’ N

ew
 “S

on
 of S

am
” L

aw
│D

oes It E
ffectively P

rotect th
e R

igh
ts of C

rim
e V

ictim
s to S

eek R
ed

ress F
rom

 

T
h

eir P
epetrators, 2 F

ordham
 E
nt. M

edia &
 Intell. P

rop. L
. F
. 27, 38-45 

（1992

）; A
nthony J. A

nnucci, A
n

atom
y of th

e m
od

ern
 

P
rison

ers’ R
igh

ts S
u

it: N
ew

 York’s E
xpan

d
ed

 S
on

 of S
am

 L
aw

 an
d

 O
th

er F
iscal M

easu
res to D

eter P
rison

ers’ S
u

its W
h

ile 

S
atisfyin

g O
u

tstan
d

in
g D

ebts, 24 P
ace L

. R
ev. 631, 643-650 

（2004

）.

（
28
） N
osrati, su

pra note 4, at 962.

（
29
） 

各
州
に
お
け
る
被
害
弁
償
や
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
の
概
観
に
つ
い
て
は
、S

usan K
iss S

arnoff , P
aying for C

rim
e: T
he P

olicies and 

P
ossibilities of C

rim
e V
ictim

 R
eim
bursem

ent, P
raeger, 1996, pp. 1 et seq., 45-55; 

安
東
ほ
か
・
前
掲
注（
1
）三
三
頁
な
ど
参
照
。

（
30
） 

以
下
の
記
述
は
、
安
東
ほ
か
・
前
掲
注（
1
）五
頁
以
下
、
久
山
立
能
「
米
国
政
府
の
被
害
者
対
策
│
司
法
省
犯
罪
被
害
者
室
報
告
書
か
ら
│
」

（
一
四
五
八
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
一
七

警
察
政
策
研
究
三
号
（
一
九
九
九
年
）
一
四
四
頁
以
下
、
安
田
貴
彦
「
諸
外
国
に
み
る
犯
罪
被
害
者
対
策
の
現
状
│
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
│
」
法
律

の
ひ
ろ
ば
一
九
九
五
年
五
月
号
四
二
頁
以
下
、S

arnoff , su
pra note 29, at 17 et seq. 

﹇V
ictim

 R
estitution

﹈, 45 et seq. 

﹇C
ivil 

L
itigation

﹈, 59 et seq. 

﹇C
rim
e V
ictim

 C
om
pensation

﹈ 

な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
富
田
信
穂
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
犯

罪
被
害
者
補
償
制
度
」
警
察
学
論
集
五
四
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
五
八
頁
、
川
崎
友
己
「
企
業
に
対
す
る
刑
事
制
裁
と
し
て
の
被
害
弁
償
命
令
│

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
動
向
を
参
考
に
し
て
│
」
同
志
社
法
学
五
四
巻
三
号
﹇
通
巻
二
八
八
号
﹈（
二
〇
〇
一
年
）
一
一
一
〇
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
31
） 

全
米
被
害
者
支
援
機
構
（N

O
V
A

） 

以
外
の
組
織
に
つ
い
て
、
安
田
・
前
掲
注（
1
）四
五
頁
を
参
照
。

（
32
） 18 U

.S
.C
.§
3681.

（
33
） 

詳
細
は
、
芝
原
邦
爾
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
没
収
制
度
」
法
時
六
三
巻
二
号
（
一
九
九
一
年
）
七
四
頁
以
下
、
佐
伯
仁
志
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
没
収
制
度
」
ジ
ュ
リ
一
〇
一
九
号
（
一
九
九
三
年
）
一
六
頁
以
下
、
谷
口
正
孝
「
没
収
及
び
追
徴
の
研
究
│
無
差
別
没
収
を
中
心
と
し
て
│
」
司

法
研
究
報
告
書
第
八
輯
第
四
号
（
一
九
五
五
年
）
一
頁
、
三
〇
頁
以
下
な
ど
。

（
34
） 

民
事
没
収
と
刑
事
没
収
に
共
通
し
て
、
没
収
対
象
財
産
に
関
す
る
す
べ
て
の
権
利
や
権
益
は
、
没
収
の
原
因
と
な
る
行
為
が
行
わ
れ
た
時
点
で

合
衆
国
に
帰
属
す
る
と
い
う
考
え
方
（R

elation B
ack D

octrine

）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
薬
物
に
関
す
る
民
事
没
収
二
一
編
八
八
一

条
⒣
、
一
八
編
九
八
一
条
⒡
、
二
一
編
八
五
三
条
⒠
、
一
八
編
九
八
二
条
⒝
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
合
衆
国
は
そ
の
後
に
犯
罪
者
以
外
の
者
に

譲
渡
さ
れ
た
財
産
も
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
35
） D

avid J. F
ried, R

ation
alizin

g C
rim

in
al F

orfeitu
re, 79 J. C

rim
. L
. &
 C
rim
inology 328, 410 

（1988

） 

は
、
犯
罪
利
益
の
没
収
を

す
べ
て
の
犯
罪
に
規
定
し
、
没
収
の
利
益
は
被
害
弁
償
の
た
め
の
基
金
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
述
の
注（
33
）で

引
用
の
芝
原
孫
文
お
よ
び
佐
伯
論
文
の
ほ
か
に
、
原
田
明
夫
「
犯
罪
に
よ
り
生
じ
た
利
得
と
没
収
⑴
⑵
」
判
タ
五
四
九
号
五
〇
頁
、
五
六
五
号
四
六

頁
（
と
も
に
一
九
八
五
年
）、
江
原
伸
一
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
法
財
産
没
収
制
度
の
概
略
」
警
察
学
論
集
四
一
巻
一
一
号
（
一
九
八
八
年
）

七
〇
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
36
） R

IC
O

法
に
関
す
る
最
近
の
紹
介
・
分
析
と
し
て
、
田
上
富
信
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
組
織
犯
罪
と
民
事
責
任
│C

ivil R
ico

法
の
理
念
と
現

実
│
」
法
と
政
治
五
八
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
五
頁
以
下
。
こ
の
ほ
か
、
池
田
啓
倫
ほ
か
「
米
国
組
織
犯
罪
規
制
法
（R

IC
O

法
）
に
つ
い

（
一
四
五
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
一
八

て
」
金
法
一
二
八
六
号
（
一
九
九
一
年
）
一
八
頁
以
下
﹇
付
・
全
文
訳
﹈、
佐
伯
仁
志
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国R

IC
O

法
に
つ
い
て
（
上
）（
下
）」
商

事
法
務
一
二
二
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
九
頁
以
下
、
一
二
二
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
三
三
頁
以
下
、
飯
柴
政
次
・
千
野
啓
太
郎
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
組
織
犯
罪
対
策
法
制
│R

IC
O

法
及
び
特
別
捜
査
手
法
に
関
し
て
│
」
ジ
ュ
リ
九
六
〇
号
（
一
九
九
〇
年
）
四
七
頁
以
下
、
リ
ン
ダ
・
Ｂ
・
ラ

ク
デ
ィ
ー
ア
、〈
訳
〉
松
本
和
道
「
民
事
・
刑
事
で
活
用
さ
れ
る
米
国
の
暴
力
団
対
策
法
（
上
）（
下
）：
日
本
企
業
の
た
め
のR

IC
O

法
概
観
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
四
五
号
（
一
九
九
四
年
）
八
頁
以
下
、
五
四
八
号
（
一
九
九
四
年
）
二
六
頁
以
下
、
江
原
伸
一
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
不
法
財
産
没
収
制

度
の
概
略
」
警
察
学
論
集
四
一
巻
一
一
号
（
一
九
八
八
年
）
七
〇
頁
、
七
五
頁
以
下
な
ど
参
照
。R

IC
O

法
は
、
民
事
的
権
利
実
現
の
た
め
の
規
定

に
基
づ
い
て
提
起
さ
れ
た
訴
訟
に
関
す
る
出
訴
期
限
を
明
文
で
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
い
か
な
る
場
合
に
出
訴
期
限
法
を
適
用
す
べ
き
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
楠
元
純
一
郎
「
民
事R

IC
O

法
上
の
請
求
訴
訟
と
適
切
な
出
訴
期
限
法
」
商
事
法
務
一
三
三
五
号
（
一
九
九
三

年
）
四
三
頁
以
下
。

（
37
） 18 U

.S
.C
.§
1963 ⒜

⒝
.

（
38
） 

佐
伯
・
前
掲
注（
33
）一
七
頁
。

（
39
） 18 U

.S
.C
.§
1963 ⒨

, §
1467 ⒩

, §
2253 ⒪

.

（
40
） 21 U

.S
.C
.§
853 ⒜

⑶
, 21 U

S
C
§
853 ⒫

.

（
41
） 

佐
伯
・
前
掲
注（
33
）二
二
頁
。

（
42
） F

ried, su
pra note 35, at 410.

（
43
） N

ote, A
 P

roposal to R
eform

 C
rim

in
al F

orfeitu
re u

n
d

er R
IC

O
 an

d
 C

C
E
, 97 H

arv. L
. R
ev. 1929, 1940 

（1984

）.

（
44
） 

犯
罪
被
害
者
法
（V

O
C
A

）
は
、
基
金
配
分
に
関
し
て
各
州
が
優
先
的
に
措
置
を
行
う
べ
き
分
野
と
し
て
、
児
童
虐
待
、
家
庭
内
暴
力
、
性
的

暴
力
を
規
定
し
て
い
る
ほ
か
、
ギ
ャ
ン
グ
に
よ
る
暴
力
の
被
害
者
や
殺
人
事
件
被
害
者
の
遺
族
、
憎
悪
・
偏
見
を
動
機
と
す
る
犯
罪
の
被
害
者
な
ど

に
対
し
て
も
支
援
の
実
施
を
行
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
久
山
・
前
掲
注（
30
）一
四
五
頁
。

（
45
） 

安
東
ほ
か
・
前
掲
注（
1
）三
三
頁
。

（
46
） 

安
東
ほ
か
・
前
掲
注（
1
）二
一
頁
。

（
一
四
六
〇
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
一
九

（
47
） 

連
邦
レ
ベ
ル
で
も
、
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
事
件
に
お
い
て
弁
償
命
令
を
科
す
る
権
限
を
有
し
（18 U

.S
.C
.§
3663

な
ど
）、
弁
償
命
令
に
対

し
て
は
民
事
執
行
が
可
能
で
あ
り
（18 U

.S
.C
.§
3613

）、
弁
償
金
の
支
払
い
が
な
い
場
合
に
は
、
執
行
猶
予
の
取
消
し
（18 U

.S
.C
.§
3613A

）

な
ど
行
わ
れ
る
。

（
48
） 
安
東
ほ
か
・
前
掲
注（
1
）二
二
頁
。

（
49
） H

arry B
. L
ittle, A

 C
om

parison
 of th

e S
tatu

tes of L
im

itation
s, 21 Ind. L

. J. 23, 39-41 

（1945

） ﹇A
P
P
E
N
D
IX
 A

│T
IM
E
-

P
E
R
IO
D
S
 

（B
Y
 Y
E
A
R
S

） A
L
L
O
W
E
D
 F
O
R
 B
R
IN
G
IN
G
 A
C
T
IO
N
S

﹈. 

併
せ
て
、F

rancis E
. M
cG
overn, T

h
e S

tatu
s of S

tatu
tes 

of L
im

itation
s an

d
 S

tatu
tes of R

epose in
 P

rod
u

ct L
iability A

ction
s: P

resen
t an

d
 F

u
tu

re, 16 F
orum

 416, 438-440 

（1986

） 

﹇A
P
P
E
N
D
IX
 A

│O
V
E
R
V
IE
W

﹈
参
照
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
出
訴
期
限
法
の
イ
ギ
リ
ス
法
か
ら
の
継
受
と
発
展
に
つ
い
て
は
、N

ote, 

D
evelopm

en
ts in

 th
e L

aw
│S

tatu
tes of L

im
itation, 63 H

arv. L
. R
ev. 1177 

（1950

）; C
harles C

. C
allahan, S

tatu
tes of 

L
im

itation
 in

 B
ackgrou

n
d, 16 O

hio S
tate l. J. 130 

（1955

）; John R
. M
ix, S

tate S
tatu

tes of L
im

itation
: C

on
trasted

 an
d

 

C
om

pared, 3 R
ocky M

t. L
. R
ev. 106 
（1931

）; T
yler T

. O
choa &

 A
ndrew

 J. W
istrich, T

h
e P

u
zzlin

g P
u

rpose of S
tatu

tes of 

L
im

itation, 28 P
a. L
. J. 453 

（1997
） 
な
ど
に
詳
し
い
。

（
50
） S

arnoff , su
pra note 29, at 55.

（
51
） 

鈴
木
康
彦
『
註
釈
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
』（
国
際
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
六
七
頁
。
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
は
、
そ
れ
が
加
え
ら
れ
た

一
七
九
一
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
何
を
意
味
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
絶
え
な
い
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ル
イ
ス
著
、
池
田
年
穂
・
籾
岡
宏

成
訳
『
敵
対
す
る
思
想
の
自
由
：
ア
メ
リ
カ
最
高
裁
判
事
と
修
正
第
一
条
の
物
語
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
四
頁
以
下
。
修
正

第
一
条
の
保
障
す
る
表
現
の
自
由
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
き
、
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
三
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
52
） 

松
井
茂
記
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
入
門
﹇
第
六
版
﹈』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
一
五
一
頁
。

（
53
） 

こ
の
法
理
は
、
過
度
の
広
汎
性
ゆ
え
の
無
効
の
法
理
（over-breadth doctrine

）
と
呼
ば
れ
る
。
松
井
・
前
掲
注（
52
）一
六
八
│
一
六
九
頁
、

一
七
〇
頁
。

（
54
） 

詳
細
は
、
長
岡
徹
「
表
現
の
自
由
と
規
制
類
型
│
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
中
立
的
規
制
区
分
論
の
検
討
（
一
）」
香
川
大
学
教
育
学

（
一
四
六
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
二
〇

部
研
究
報
告
第
Ⅰ
部
六
八
号
（
一
九
八
六
年
）
七
一
頁
、
八
〇
頁
以
下
、
市
川
正
人
「
表
現
内
容
の
規
制
・
内
容
中
立
的
規
制
二
分
論
と
表
現
の
自

由
（
一
）」
三
重
大
学
法
経
論
叢
四
巻
一
号
（
一
九
八
六
年
）
一
頁
、
八
頁
以
下
、
神
谷
雅
子
「
表
現
の
自
由
（
一
）
│
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
み

る
表
現
の
時
間
、
場
所
、
方
法
お
よ
び
態
様
に
対
す
る
規
制
と
、
表
現
の
方
法
と
場
所
の
類
型
│
」
国
家
学
会
雑
誌
一
〇
一
巻
一
・
二
号

（
一
九
八
八
年
）
一
頁
、
八
頁
以
下
、
梶
原
健
祐
「
衡
量
枠
と
準
則
│
表
現
の
自
由
論
に
お
け
る
司
法
審
査
基
準
の
再
検
討
│
」
山
口
経
済
学
雑
誌

五
八
巻
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
五
頁
以
下
、
城
野
一
憲
「
表
現
の
自
由
と
厳
格
審
査
│
ア
メ
リ
カ
連
邦
憲
法
の
修
正
一
条
解
釈
に
お
け
る
ル
ー
ツ

と
展
開
│
」
早
稲
田
法
学
会
誌
六
五
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
九
九
頁
以
下
な
ど
。
全
体
を
鳥
瞰
で
き
る
最
近
の
欧
文
の
文
献
と
し
て
、M

ark J. 

R
ichards, T

he P
olitics of F

reedom
 of E

xpression: T
he D

ecisions of the S
uprem

e C
ourt of the U

nited S
tates, P

algrave 

M
acm
illan, 2013, pp. 103 et seq.

（
55
） 

長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
七
頁
。

（
56
） 

例
え
ば
、P

olice D
epartm

ent of the C
ity of C

hicago v. M
osley, 408 U

.S
. 92 

（1972

）; F
irst N

ational B
ank of B

oston v. B
ellotti, 

435 U
.S
. 765 

（1978

）; P
erry E

ducation A
ssociation v. P

erry L
ocal E

ducators’ A
ssociation, 460 U

.S
. 37 

（1983

） 

な
ど
。
詳
細
は
、

長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
二
頁
、
城
野
・
前
掲
注（
54
）九
九
│
一
〇
〇
頁
、M

ark R
ienzi &

 S
tuart B

uck, N
eu

tral N
o M

ore: 

S
econ

d
ary E

ffects A
n

alysis an
d

 th
e Q

u
iet D

em
ise of th

e C
on

ten
t-N

eu
trality T

est, 82 F
ordham

 L
. R
ev. 1187, 1192 

（2013

）
な
ど
。

（
57
） 

連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
司
法
審
査
の
基
準
は
、「
厳
格
審
査
」（strict scrutiny

）、「
合
理
的
根
拠
の
テ
ス
ト
」

（rational basis test

）、
お
よ
び
、「
中
間
審
査
基
準
」（interm

ediate scrutiny

）
の
三
つ
に
分
類
・
整
理
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
城
野
・

前
掲
注（
54
）一
〇
〇
頁
。

（
58
） R

ichard F
allon, Jr., S

trict Ju
d

ical S
cru

tin
y, 54 U

C
L
A
  L
. R
ev. 1267, 1270 

（2007

）.

（
59
） S
tephan A

. S
iegel, T

h
e O

rigin
 of th

e C
om

pellin
g S

tate In
terest T

est an
d

 S
trict S

cru
tin

y, 48 A
m
. J. L

egal H
ist. 355 

（2006

）
は
、
厳
格
審
査
の
原
型
は
修
正
第
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
の
解
釈
で
は
な
く
、
修
正
第
一
条
の
言
論
保
護
条
項
の
解
釈
に
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。
修
正
第
一
四
条
と
修
正
第
一
条
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
城
野
・
前
掲
注（
54
）一
〇
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
60
） S

kinner, U
.S
. at 541.

（
一
四
六
二
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
二
一

（
61
） K

orem
atsu, 323 U

.S
. at 216.

（
62
） S

iegel, su
pra note 59, at 356. 

（
63
） S

iegel, su
pra note 59, at 357-361, 380 et seq.

（
64
） 354 U

.S
. 234, at 265.

（
65
） S

iegel, su
pra note 59, at 367. F

allon, su
pra note 58, at 1273 et seq.

も
ま
た
、Siegel

と
同
様
、
厳
格
責
任
の
誕
生
と
発
展
の
中
で
、

「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
概
念
が
審
査
基
準
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
論
証
の
た
め
に
引
用
す
る
裁
判
例
に
若
干

の
違
い
が
あ
る
。
た
だ
、
両
者
と
も
、
一
九
六
〇
年
代
に
連
邦
最
高
裁
判
所
が
厳
格
審
査
の
法
理
を
確
立
す
る
過
程
の
中
で
、
規
制
当
局
で
あ
る
州

政
府
に
規
制
目
的
と
し
て
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
規
制
手
段
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
概
念
は
厳
格
審
査
の
一
つ
の
基
準
で
あ
り
、
厳
格
審
査

の
誕
生
よ
り
や
や
遅
れ
て
登
場
し
て
き
た
と
い
う
点
で
は
、
一
致
し
た
見
方
を
し
て
い
る
。

（
66
） S

iegel, su
pra note 59, 393-394, 397. F

allon, su
pra note 59, at 1326

も
ま
た
、
規
制
手
段
と
し
て
の
「
狭
く
策
定
さ
れ
た
」
こ
と
の

要
件
は
、
規
制
の
正
当
性
根
拠
を
示
す
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

（
67
） S

iegel, su
pra note 59, at 402. 

（
68
） 

連
邦
最
高
裁
判
所
が
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
の
保
護
を
受
け
な
い
も
の
と
し
て
析
出
し
て
き
た
表
現
活
動
に
は
、
差
し
迫
っ
た
非
合
法
行
為

の
煽
動
、
闘
争
的
言
辞
、
猥
褻
の
表
現
、
名
誉
毀
損
的
表
現
、
虚
偽
・
欺
瞞
的
な
営
利
的
表
現
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ポ
ル
ノ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

営
利
的
表
現
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
制
が
経
済
的
規
制
の
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
連
邦
最
高
裁
は
伝
統
的
に
表
現
の
自
由
の
射
程
外
に

置
い
て
き
た
が
、
広
告
で
も
情
報
伝
達
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
し
て
、
現
在
で
は
表
現
の
自
由
の
保
護
を
認
め
て
い
る
。V

irginia 

S
tate B

oard of P
harm

acy v. V
irginia C

itizens C
onsum

er C
ouncil, 425 U

.S
. 748 

（1976

） 

な
ど
。
こ
の
点
に
つ
き
、
松
井
・
前
掲
注

（
52
）一
八
八
頁
以
下
、
城
野
・
前
掲
注（
54
）一
三
三
頁
以
下
。
な
お
、
併
せ
て
、D

aniel F
arber, T

h
e C

ategorical A
pproach

 to P
rotectin

g 

S
peech

 in
 A

m
erican

 C
on

stitu
tion

al L
aw
, 84 Ind. L

. J. 917 

（2009

）
参
照
。

（
69
） 

詳
細
は
、
長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
二
頁
、
市
川
・
前
掲
注（
54
）﹇
二
分
論
（
一
）﹈
一
九
頁
、
二
二
頁
以
下
、
市
川
正
人
「
表
現

（
一
四
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
二
二

内
容
の
規
制
・
内
容
中
立
的
規
制
二
分
論
と
表
現
の
自
由
（
三
・
完
）」
三
重
大
学
法
経
論
叢
七
巻
一
号
（
一
九
八
九
年
）
一
頁
以
下
、
城
野
・
前

掲
注（
54
）一
三
一
│
一
三
三
頁
な
ど
。

（
70
） 
表
現
活
動
の
日
時
が
不
適
切
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
デ
モ
や
集
会
の
開
催
が
夜
中
で
あ
っ
た
り
、
集
会
場
の
休
館
日
に
開
催
を
試
み
た
り
す

る
）
や
、
表
現
す
る
場
所
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
子
ど
も
の
目
に
つ
く
よ
う
な
場
所
で
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
掲
示
す
る
）、
あ
る
い
は
、

態
様
・
方
法
に
問
題
が
あ
る
場
合
（
例
え
ば
、
電
柱
へ
の
張
り
紙
の
よ
う
に
街
の
美
観
を
損
ね
る
方
法
を
使
っ
た
り
す
る
）
で
あ
る
。

（
71
） 

行
為
自
体
は
表
現
行
為
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
表
現
目
的
で
行
わ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
が
表
現
の
自
由
の
問
題
を
提
起
す
る

場
合
で
あ
る
。

（
72
） H

eff ron v. International S
ociety for K

rishna C
onsciousness, Inc., 452 U

.S
. 640 

（1981

）.

（
73
） U

nited S
tates v. O

’B
rien, 391 U

.S
. 367 

（1968

）.

（
74
） 

松
井
・
前
掲
注（
52
）二
〇
一
頁
。

（
75
） 

例
え
ば
、U

nited S
tates v. G

race, 461 U
.S
. 171 

（1983

）; H
eff ron v. C

ity of S
truthers, 319 U

.S
. 141 

（1943

）
な
ど
。
詳
細
は
、

長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
二
頁
、
長
岡
徹
「
表
現
の
自
由
と
規
制
類
型
│
表
現
内
容
に
基
づ
く
規
制
と
内
容
中
立
的
規
制
区
分
論
の
検

討
（
二
・
完
）」
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
第
Ⅰ
部
六
九
号
（
一
九
八
七
年
）
九
五
頁
、
一
〇
五
頁
以
下
、
神
谷
雅
子
「
表
現
の
自
由
（
二
）

│
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
み
る
表
現
の
時
間
、
場
所
、
方
法
お
よ
び
態
様
に
対
す
る
規
制
と
、
表
現
の
方
法
と
場
所
の
類
型
│
」
国
家
学
会
雑
誌

一
〇
二
巻
一
・
二
号
（
一
九
八
九
年
）
四
六
頁
以
下
、
市
川
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
一
九
頁
、
市
川
正
人
「
表
現
内
容
の
規
制
・
内
容
中
立

的
規
制
二
分
論
と
表
現
の
自
由
（
二
）」
三
重
大
学
法
経
論
叢
五
巻
一
号
（
一
九
八
七
年
）
三
一
頁
以
下
。

（
76
） 

内
容
中
立
的
な
規
制
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
比
較
的
緩
や
か
な
審
査
基
準
を
「
中
間
審
査
基
準
」（interm

ediate scrutiny

）
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
城
野
・
前
掲
注（
54
）一
〇
〇
頁
以
下
、
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
憲
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
三
九
七
頁
な
ど
。

（
77
） 

長
岡
・
前
掲
注（
75
）﹇
検
討
（
二
・
完
）﹈
九
六
頁
。

（
78
） 

人
が
何
か
を
表
現
す
る
と
き
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
形
で
表
現
す
る
か
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
表
現
行
為
を
通
し
て
し
か
、

我
々
は
表
現
内
容
を
表
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
両
者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
媒
体
と
し
て
の
「
時
・
場
所
・
方
法
・
手
段
」
に

（
一
四
六
四
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
二
三

つ
い
て
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
内
容
を
制
限
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

内
容
中
立
的
な
規
制
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
の
範
疇
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
「
表
現
」
は
、
厳
格
な
審
査
基
準
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
切
り

捨
て
ら
れ
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
79
） E

rznoznic v. C
ity of Jacksonville 422 U

.S
. 205 

（1975

）﹇
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
の
公
道
か
ら
み
え
る
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
ヌ
ー
ド

シ
ー
ン
を
上
映
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
条
例
を
違
憲
と
し
た
﹈; S
chad v. B

orough of M
ount E

phraim
, 452 U

.S
. 61 

（1981

）﹇
商
業
地
区
で

の
ラ
イ
ブ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
禁
止
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
条
例
（
本
件
で
は
ヌ
ー
ド
ダ
ン
ス
）
を
違
憲
と
し
た
﹈; W

idm
ar v. V

incent, 454 

U
.S
. 263 

（1981
）﹇
公
認
学
生
団
体
に
は
大
学
の
施
設
利
用
を
認
め
な
が
ら
、
宗
教
活
動
を
す
る
学
生
団
体
に
は
施
設
利
用
を
認
め
な
い
大
学
規

則
を
違
憲
と
し
た
﹈
な
ど
。

（
80
） L

ehm
an v. C

ity of S
haker H

eights, 418 U
.S
. 298 

（1974

）﹇
市
バ
ス
の
車
内
広
告
を
商
業
広
告
に
限
り
、
そ
れ
以
外
の
政
治
広
告
を
認

め
な
い
車
内
規
則
を
合
憲
と
し
た
﹈; G

reer v. S
pock, 424 U

.S
. 828 

（1976

） ﹇
軍
事
基
地
内
で
民
間
人
が
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
上
演
し
、
麻

薬
の
弊
害
に
つ
い
て
演
説
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
政
治
的
な
演
説
や
示
威
行
動
を
行
う
こ
と
を
一
切
禁
止
す
る
基
地
規
則
を
合
憲
と
し
た
﹈
な
ど
。

（
81
） 

長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
六
頁
以
下
、
八
七
頁
。

（
82
） 

長
岡
・
前
掲
注（
75
）﹇
検
討
（
二
・
完
）﹈
一
一
二
頁
以
下
、
一
一
五
頁
以
下
。

（
83
） 

長
岡
・
前
掲
注（
75
）﹇
検
討
（
二
・
完
）﹈
一
一
五
頁
。

（
84
） 

長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
三
頁
。

（
85
） L

aurence H
. T
ribe, C

on
stitu

tion
al C

alcu
lu

s: E
qu

al Ju
stice or E

con
om

ic E
ffi cien

cy ?, 98 H
arv. L

. R
ev. 592, 601 

（1985

）.

（
86
） 

詳
細
は
、
長
岡
・
前
掲
注（
54
）﹇
検
討
（
一
）﹈
八
九
頁
以
下
、
市
川
・
前
掲
注（
69
）﹇
二
分
論
（
三
・
完
）﹈
二
二
頁
以
下
。

（
87
） John H
. E
ly, D

em
ocracy and D

istrust, H
arv. U

niv. P
ress, 1980, 110-111; John H

. E
ly, F

lag D
esecration

: A
 C

ase S
tu

d
y in

 

th
e R

oles of C
ategorization

 an
d

 B
alan

cin
g in

 F
irst A

m
en

d
m

en
t A

n
alysis, 88 H

arv. L
. R
ev. 1482, 1497-1501 

（1975

）; 

L
aurence H

. T
ribe, A

m
erican C

onstitutional L
aw
, F
oundation P

ress, 1978,§
12-2, at 580-82, 602-04.

（
88
） G

eoff rey R
. S
tone, C

on
ten

t R
egu

lation
 an

d
 th

e F
irst A

m
en

d
m

en
t, 25 W

illiam
 &
 M
ary l. R

ev. 189, 198 

（1983

）.

（
一
四
六
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

五
二
四

（
89
） P

aul B
. S
tephan, T

h
e F

irst A
m

en
d

m
en

t an
d

 C
on

ten
t D

iscrim
in

ation, 68 V
a. L
. R
ev. 203 

（1982

）.
（
90
） F

rederick S
chauer, C

ategories an
d

 th
e F

irst A
m

en
d

m
en

t: A
 P

lay in
 T

h
ree A

cts, 34 V
and. L

. R
ev. 265 

（1981

）.
（
91
） R

onald A
. C
ass, F

irst A
m

en
d

m
en

t A
ccess to G

overn
m

en
t F

acilities, 65 V
aq. L

. R
ev. 1987 

（1979

）.

（
92
） 
学
説
の
整
理
と
し
て
、
長
岡
・
前
掲
注（
75
）﹇
検
討
（
二
・
完
）﹈
九
三
頁
、
市
川
・
前
掲
注（
69
）﹇
二
分
論
（
三
・
完
）﹈
二
二
頁
以
下
。

（
93
） D

aniel A
. F
aber, C

on
ten

t R
egu

lation
 an

d
 th

e F
irst A

m
en

d
m

en
t: A

 R
evision

ist V
iew
, 68 G

eo. L
. J. 727 

（1980

）; D
aniel A

. 

F
aber &

 John E
. N
ow
ak, T

h
e M

islead
in

g N
atu

re of P
u

blic F
oru

m
 A

n
alysis: C

on
ten

t an
d

 C
on

text in
 F

irst A
m

en
d

m
en

t 

A
d

ju
d

ication, 70 V
a. L
. R
ev. 1219 

（1984

）.

（
94
） M

artin H
. R
edish, T

h
e C

on
ten

t D
iscrim

in
ation

 in
 F

irst A
m

en
d

m
en

t A
n

alysis, 34 S
tan. L

. R
ev. 113 

（1981

）.

（
95
） 

表
現
活
動
に
対
す
る
規
制
と
財
政
的
負
担
と
の
関
係
は
、
一
般
に
、
次
の
三
つ
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
表
現
活
動
の
た
め
の

支
出
に
対
す
る
規
制
（
例
、
選
挙
運
動
資
金
の
制
限
な
ど
）、
②
表
現
活
動
に
か
か
る
費
用
の
増
加
負
担
（
例
、
物
品
税
の
賦
課
、
補
助
金
の
拒

否
・
削
減
、
デ
モ
に
対
す
る
保
証
金
な
ど
）、
お
よ
び
、
③
表
現
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
の
剥
奪
・
制
限
（
例
、
新
聞
紙
税
な
ど
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
①
と
②
は
表
現
活
動
の
不
能
や
縮
小
に
直
接
つ
な
が
る
が
、
③
は
利
益
追
求
を
目
的
と
す
る
表
現
者
の
動
機
を
弱
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
96
） 

「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」
の
概
念
の
起
源
に
つ
い
て
は
、S

iegel, su
pra note 59, at 355

を
参
照
。

（
97
） 

組
織
的
な
犯
罪
に
お
い
て
は
、
不
正
の
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
種
々
の
活
動
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
犯
罪
収
益
が
犯
罪
組
織
の
維

持
・
拡
大
に
用
い
ら
れ
る
と
か
、
将
来
の
犯
罪
活
動
に
再
投
資
さ
れ
る
ほ
か
、
事
業
活
動
に
投
資
さ
れ
て
合
法
的
な
経
済
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
刑
法
の
没
収
が
有
体
物
に
限
ら
れ
、
犯
罪
収
益
等
の
は
く
奪
の
措
置
と
し
て
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
九
九
九
年
八
月
に
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」（
平
成
一
一
年
法
律
一
三
六
号
）
が
制
定
さ
れ
、
没
収
の
対
象
と
な
る
財
産
の
範
囲
を
有

体
物
か
ら
金
銭
債
権
に
拡
大
す
る
な
ど
、
犯
罪
収
益
等
に
係
る
規
制
が
強
化
さ
れ
た
（
同
法
二
条
二
項
〜
四
項
、
一
三
条
以
下
）。
こ
れ
は
、
組
織

的
な
犯
罪
に
経
済
的
な
側
面
か
ら
対
処
す
る
措
置
と
し
て
、
犯
罪
収
益
等
の
的
確
な
は
く
奪
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
被
害
者
が

そ
の
財
産
に
つ
い
て
正
当
な
権
利
を
有
す
る
場
合
（
犯
罪
被
害
財
産
）
で
あ
っ
て
、
犯
人
か
ら
こ
れ
を
没
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
者
の
犯
人
に

対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
な
ど
の
私
法
上
の
請
求
権
の
実
現
を
困
難
に
す
る
な
ど
、
被
害
者
保
護
の
観
点
か
ら
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

（
一
四
六
六
）



財
産
上
の
負
担
を
伴
う
表
現
行
為
の
規
制
と
「
や
む
に
已
ま
れ
ぬ
利
益
」（
長
谷
川
）

五
二
五

は
、
没
収
を
控
え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
一
三
条
二
項
）。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
、
被
害
者
が
民
事
上
の
請
求
権
を
十
分
に
行
使

で
き
な
い
場
合
に
は
、
被
害
者
の
犯
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
等
を
保
護
す
る
た
め
、
例
外
と
し
て
没
収
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
同
法

一
三
条
三
項
）。
三
浦
守
ほ
か
「
組
織
的
犯
罪
対
策
関
連
三
法
の
解
説
（
三
）」
法
曹
時
報
五
二
巻
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
四
三
頁
、
五
二
頁
以
下
。

わ
が
国
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
加
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
貞
之
「
損
害
賠
償
命
令
制
度
の
意
義
と
機
能

│

刑
事
司
法
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
よ
る
損
害
賠
償
制
度
の
再
検
討
の
可
能
性

│
」
日
本
法
学
八
二
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
七
一
頁
以
下
を
参

照
。

（
一
四
六
七
）
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